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「日光杉並木街道 附 並木寄進碑」は、30km を超える総延長、１万２千本を

超える並木杉の数、30ｍを超える木々の大きさ、そして 400年近い歴史にして、

世界に誇る栃木県の貴重な財産であります。 

昨年は、史蹟名勝天然紀念物保存法(大正８年法律第 44 号)が施行されて 100

年という節目の年を迎えました。文化庁では、記念物保護制度施行 100 年を記

念した事業を行うと共に、これまでの記念物保護の 100 年を振り返り、これか

らの 100年に向けて取り組む契機とする旨の考えを示しています。 

日光杉並木街道においても、大正 11(1922)年３月８日に史跡としての最初の

指定を受けており、令和４(2022)年には指定 100年を迎えます。更に、松平正綱

公が日光杉並木の植栽を開始したのが寛永２(1625)年ですので、令和７(2025)

年には植栽から 400 年を迎えることとなり、それらの節目を目前にし、今後の

日光杉並木街道のあるべき姿を念頭に置きつつ、保存と活用のあり方を示すも

のとして、「日光杉並木街道保存活用計画」を昨年８月に策定したところです。 

今後は、100年後、400年後という未来に向けて、この特別史跡・特別天然記

念物という二重の「特別」を冠する日光杉並木街道を残していくために、本計画

に示した内容に基づき保存と活用に取り組んでまいります。 

最後になりますが、本計画をまとめるにあたり、「第三次日光杉並木街道保存

管理計画策定委員会」の委員の皆様をはじめ、文化庁や関係機関など多くの方々

に御指導、御助言をいただきましたことについて、深く感謝申し上げます。 

令和２年３月 

栃木県教育委員会 

教育長 荒川 政利 



例 言 

 

１  本書は、平成 28(2016)年９月に設置した第３次日光杉並木街道保存管理計

画策定委員会での検討に基づき策定された、特別史跡・特別天然記念物日光

杉並木街道保存活用計画である。 

 

２  文化財保護法(昭和 25 年法律第 214 号)が平成 31(2019)年４月から一部改

正されたことにより、史跡名勝天然記念物等の管理団体又は所有者は、「保存

活用計画」を作成し、文化庁長官の認定を申請することができることになっ

たため、管理団体である栃木県が作成し、申請を行った。 

 

３  保存活用計画策定事業は、国の補助を受け、栃木県教育委員会が事業主体

となって行った。 

 

４  本計画の編集は、栃木県教育委員会事務局文化財課杉並木保護担当が行い、

必要な調査及び基礎資料の作成等は株式会社総研に委託した。 

 

５  当該文化財の文中での名称の使い方について、当該文化財の正式な名称は、

特別史跡及び特別天然記念物「日光
にっこう

杉並木
す ぎ な み き

街道
かいどう

附
つけたり

並木
な み き

寄進
き し ん

碑
ひ

」である

が、本計画内においては、「日光杉並木街道」と略して記載し、特に並木に

主眼を置くときには「杉並木」と略して記載する。また、日光街道、例幣使

街道、会津西街道の３つの街道の総称として「杉並木街道」を用いる。なお、

固有名称や引用部分については出典に従いそのまま記載する。 
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日光杉並木街道保存活用計画 

第１章 計画策定の沿革・目的 

１ 計画策定の沿革 

近現代の経済社会の変化や国土開発などは、歴史的な文化財に大きな影響を及ぼ

している。なかでも杉並木は、樹木それ自体の老齢化等に加え、街道沿線の無秩序

な宅地造成等の開発事業や自動車交通の排気ガス・振動による悪影響により、年々

衰弱していると言われてきた。これを受け、栃木県では、昭和 49(1974)年 12 月に

「特別史跡・特別天然記念物日光杉並木街道保護対策連絡協議会」を発足し、検討

を進めた上で、最初の「日光杉並木街道保存管理計画」を昭和 52(1977)年に策定し

た。この計画は、日光杉並木街道の適正な保存管理を達成するための長期間にわた

る施策の基本方針を定めたものとなっている。しかし、この計画に基づき並木杉を

取り巻く環境の整備を行うも、基本方針が主であったがゆえに施策等の具体性を欠

いていたため、栃木県は、関係機関と各方面の学識経験者を加えた「日光杉並木街

道保存管理計画策定委員会」を設置し、平成４(1992)年３月に『日光杉並木街道保

存管理計画』（以下「保存管理計画」という。）を策定（平成８(1996)年８月及び

平成 13(2001)年２月に一部変更）した。その中で、計画そのものの方向性としては、

樹勢回復を含む日光杉並木街道の保存管理の方策やバイパスの整備による交通体系

のあり方等を示すとともに、「・・・計画内容を実施していく経過の中で杉並木を

取り巻く環境や条件が刻々と変化する場合がある。そのため、管理計画の見直しの

必要性が出てくることも考えられるが、当面この計画の見直し時期としては、日光

杉並木街道周辺の環境に大きな変化のない限り、バイパスの整備や杉並木保護用地

の公有化の進捗状況等を踏まえながら見直し時期を見極める。」とした。 

この保存管理計画策定から約 25 年が経過する間、日光杉並木街道保護のため、

各種樹勢回復事業に積極的に取り組んできたほか、街道内の通過車両減少のための

バイパス整備や樹根保護のための隣接地の公有地化が進展するなど、日光杉並木街

道を取り巻く環境は、計画策定当時とは大きく変化してきている。 

一方、周辺開発による樹根への影響や倒木等による被害への対応に加え、杉並木

の更新・補植や街道復元構想の検討など、解決を要する問題は依然として残された

ままの状況である。 

このため、現状の課題等を改めて整理し、新たな保存・活用施策を講じていくこ
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とが求められており、現状を踏まえて新たに保存活用計画を策定し、日光杉並木街

道の保護と活用を計画的かつ効果的に展開していくこととした。 

 

２ 計画の目的 

文化財保護行政においては、文化財の保存と活用の双方が共に重要な柱である。

文化財の活用により、人々は文化財の魅力や価値を享受することができるが、その

恩恵は、現在のみならず将来にわたり各世代の人々が同じように享受すべきもので

ある。そのためには、文化財を計画的に維持管理し、適切な保存に努めることが必

要である。 

そうした中、我が国で唯一、国の特別史跡・特別天然記念物の二重指定を受けて

いる「日光杉並木街道」を将来にわたり計画的に維持管理し、適切な保存に努める

ことは、並木杉の生育や街道の景観維持の観点から大変重要であるだけでなく、地

域振興や観光等を通じた地域経済の活性化にも寄与していくものである。 

今後は、第５章で述べる『日光杉並木街道保存活用計画』（以下「保存活用計画」

という。）の基本方針に基づき、日光杉並木街道の保存と活用について、多様な関

係機関と連携しながら、具体的な施策を展開することにより、文化財としての価値

を一層高めるとともに、次世代、次々世代へと連綿と続く未来の世代へ確実に継承

していくことを目的とする。 

 

３ 計画の策定経過 

保存活用計画策定のために、平成 28(2016)年度に「第３次日光杉並木街道保存管

理計画策定委員会」及び「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ワーキンググル

ープ」を設置し、意見交換を行った。また、日光杉並木街道の保護対策を総合的か

つ計画的に推進するために「特別史跡・特別天然記念物日光杉並木街道保護対策連

絡協議会」（資料編(２)参照）において協議を行い、新たな計画策定の承認を得た。 
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第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会設置要綱 

 
（設置） 

第１条 特別史跡及び特別天然記念物日光杉並木街道附並木寄進碑の保存管理計画策定に関
して指導及び助言を得るため、第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会(以下「委員
会」という。)を置く。 
 

（組織） 
第２条 委員会は、委員７名以内で構成する。 
２ 委員は、史跡及び天然記念物の保存管理及び活用に関し、知識及び経験を有する者その他

教育委員会が適当と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 
 

（任期） 
第３条 委員の任期は、委嘱の日から保存管理計画の策定が完了する日までとする。 

 
（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によって定める。 
２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときはその職務を代理

する。 
 
（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 
２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その意見若しく

は説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 
 
（庶務）  

第６条 委員会の庶務は、栃木県教育委員会事務局文化財課において行う。 
 
（委員会の連営事項） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の連営に関し必要な事項は、委員長が委員会に
諮って定める。 
 
附 則 

１ この要綱は、平成２８年９月５日から施行する。 
２ この要綱の施行後、最初の委員会の招集は、第５条第１項の規定に関わらず、栃木県教育

委員会教育長が行う。 
３ この要綱は、保存管理計画の策定が完了した日に、その効力を失う。 
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第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会名簿

【委 員】（敬称略） 

氏 名 所属名・役職名 専門分野 備 考 

１ 青木 章彦 作新学院女子短期大学部教授 環境教育、植物 

２ 加藤 俊夫 
樹木医会栃木県支部長 

H30 より支部顧問 
植物（樹木医） 

３ 谷本 𠀋夫 宇都宮大学名誉教授 植物（森林生態） 委員長 

４ 千田 孝明 日光市文化財保護審議会委員 
地元有識者 
歴史（郷土史） 

５ 増渕 徹 京都橘大学教授 歴史（史跡保全） 副委員長 

６ 稲葉 尚正 日光東照宮権宮司 
並木杉の 
所有者 

７ 川田 盛雄 日光市教育委員会事務局教育次長 地元自治体 

【助言者】（敬称略） 

【事務局】 

栃木県教育委員会 事務局 

教育次長 金田 繁夫（H28）、松崎 禎彦（H29､30）、 真夫（R1） 

文化財課 課長   平野 裕（H28､29）、石川 明範（H30､R1） 

〃  室長兼主幹  羽瀬 修（H28）、佐藤 光正（H29､30､R1） 

〃  総括課長補佐 田中島 浩子（H28）、岡田 和広（H29､30､R1） 

〃  係 長 小田 昌博 

〃  主 査 武川 夏樹 

〃  主 事 大阿久 俊幸（H28､29）、江連 有加（H30）、正田 詩穂（R1） 

〃  主 事 羽山 賢二（H28､29）、増山 智（H30､R1） 

氏名 所属名・役職名 専門分野 備考 

１

佐藤 正知 
文化庁文化財部記念物課 
主任文化財調査官 

史跡部門 H28、H29 

浅野 啓介 文化庁文化財第二課文化財調査官 史跡部門 H30、R1 

２ 田中 厚志 文化庁文化財第二課文化財調査官 天然記念物部門 
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保存管理計画策定委員会 会議の様子 

 

 

保存管理計画策定委員会 現地調査の様子 

 

5



第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ワーキンググループ設置要領 

第１ 設 置 
 特別史跡・特別天然記念物日光杉並木街道の保護・管理・活用問題を総合的かつ個別的に研
究討議し、日光杉並木街道保存管理計画の適切な見直しに資することを目的として、第３次日
光杉並木街道保存管理計画策定ワーキンググループ（以下「計画策定ＷＧ」という。）を設置
する。 

第２ 組 織 
１ 計画策定ＷＧは、別表に掲げる構成機関の者で構成する。 
２ 計画策定ＷＧに座長を置き、栃木県教育委員会事務局文化財課長の職にある者を充てる。 
３ 座長に事故があるときは、あらかじめ指名された構成員がその職務を代理する。 

第３ 会 議 
１ 計画策定ＷＧの会議は、座長が招集し、会議の議事進行を行う。 
２ 座長は必要に応じ、構成員以外の者を会議に参加させることができる。 

第４ 事務局 
１ 計画策定ＷＧの事務局は、栃木県教育委員会事務局文化財課杉並木保護担当に置く。 
２ 事務局は、会議の内容を取りまとめて、その成果を『第３次日光杉並木街道保存管理計画 
策定委員会』に報告するものとする。 

第５ 雑則 
この要領に定めるもののほか、計画策定ＷＧに関し必要な事項は座長が定める。 

附 則 
１ この要領は、平成２８年１１月１日から施行する。 
２ この要領は、第３次日光杉並木街道保存管理計画の策定が完了した日に、その効力を失

う。 

別 表 

構  成  機  関 

栃木県環境森林部 自然環境課 

栃木県県土整備部 

監理課 

道路整備課 

道路保全課 

栃木県教育委員会事務局 
総務課 

文化財課 

日光市教育委員会事務局 文化財課 

日光東照宮 総務部 

公益財団法人 日光杉並木保護財団 
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日光杉並木街道保存活用計画の策定経過 

関連事業 
平成 27(2015)年度～平成 30(2018)年度 「日光杉並木街道緊急調査事業」（委託）を国庫補助を活

用し実施し、個々の並木杉の樹勢状況及び倒木の危険度判
定を行うとともに、環境図を作成 

策定経過 
平成 28(2016)年８月２日 教育委員協議会において「日光杉並木街道保存管理計画の見直しにつ

いて」報告 

平成 28(2016)年９月５日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会設置要綱」施行 

平成 28(2016)年９月 30 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」委員として７名を
委嘱 

同日 第１回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
会 場 栃木県公館 中会議室  
出席者 委 員 ７名 

 事務局 ８名     計 15 名 
議 題 (1) 委員長及び副委員長の選出について 

 (2) 日光杉並木街道保存管理計画の見直しについて 
(3) 日光杉並木街道保存管理計画の概要と現状について 
(4) 今後の検討の進め方について 
(5) その他 

平成 28(2016)年 11 月１日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ワーキンググループ（以下
「ＷＧ」）」設置 

平成 28(2016)年 11 月 28 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第１回）」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 301 会議室 
出席者 構成員 13 名（随行等同席者含む） 

事務局  ５名     計 18 名 
議 題 (1) 日光杉並木街道保存管理計画の見直し及び検討の進め方に

ついて 
(2) 現状における課題について 
(3) その他 

平成 28(2016)年 12 月 16 日 第２回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
会 場 日光市中央公民館 視聴覚室 
出席者 委 員 ６名 

 文化庁 １名 
 事務局 ７名 計 14 名 

議 題 (1) 現地調査について 
日光杉並木街道（瀬川地内） 

(2) 現状における課題について 
(3) その他 

平成 29(2017)年２月 15 日 栃木県文化財保護審議会において「日光杉並木街道保存管理計画の見
直しについて」報告 

平成 29(2017)年３月 14 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第２回）」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 203 会議室 
出席者 構成員 12 名（随行等同席者含む） 

事務局  ５名     計 17 名 
議 題 (1) 現状における課題への対応策について（範囲「杉並木の管

理」） 
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(2) その他 

平成 29(2017)年６月 29 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第３回）及び日光杉
並木街道管理対策関係機関連絡会議（合同会議）」の開催 

会 場 栃木県庁 北別館 303 会議室 
出席者 ＷＧ構成員 12 名 

連絡会議構成機関  ９名 
事務局        ５名   計 26 名 

議 題 (1) 現状における課題への対策案について（範囲「安全対策」） 
(2) その他 

（ 平成 29(2017)年８月１日 「日光杉並木街道復元等検討会議」設置 ） 
（ 平成 29(2017)年９月７日 「日光杉並木街道復元等検討会議」開催 ） 

平成 29(2017)年 10 月 11 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第４回）」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 203 会議室 
出席者 構成員 13 名 

事務局 ４名 
調査等受託者  １名   計 18 名 

議 題 (1) これまでの検討課題及び対策まとめ 
(2) その他 

平成 29(2017)年 11 月 14 日 第３回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 303 会議室 
出席者 委 員 ５名 

 文化庁 ２名 
 事務局 ７名 

調査受託者 １名  計 15 名 
議 題 (1) これまでの検討内容について 

(2) その他 

平成 29(2017)年 12 月 15 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第５回）」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 201 会議室 
出席者 構成員 16 名（オブザーバー含む） 

事務局   ５名 
調査等受託者  １名   計 22 名 

議 題 (1) 緊急調査結果概要について 
(2) 樹勢回復事業、後継木対策、バイパス・側道整備について 
(3) 日光杉並木街道保存活用計画骨子案について 
(4) その他 

平成 30(2018)年１月 12 日 第４回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 303 会議室 
出席者 委 員 ７名 

 文化庁 １名 
 事務局 ８名 

調査受託者 １名     計 17 名 
議 題 (1) 緊急調査結果概要・検証等について 

(2) 後継木対策について 
(3) 保存活用計画骨子案について 
(4) その他 

平成 30(2018)年１月 23 日 「日光杉並木街道保護対策連絡協議会幹事会・担当者会」開催 
会 場 栃木県庁 南別館教育委員室 
出席者 幹 事 14 名 

 担当者  13 名    計 27 名 
議 題 (1) 日光杉並木街道保護対策事業の実績及び事業計画（案）に

ついて 
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(2) 日光杉並木街道保存活用計画の骨子案について 
(3) その他 

平成 30(2018)年１月 30 日 栃木県文化財保護審議会において「日光杉並木街道保存活用計画骨子
案について」報告 

平成 30(2018)年２月 19 日 「日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員会」開催 
会 場 栃木県公館 中会議室 
委員等   18 名 
議 題 (1) 日光杉並木街道保護対策事業の実績及び事業計画（案）に

ついて 
(2) 日光杉並木街道保存活用計画の骨子案について 
(3) その他 

平成 30(2018)年３月 19 日 教育委員会 定例会において「日光杉並木街道保存活用計画骨子につ
いて」報告 

〔 平成 30(2018)年６月８日 「文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律」の公布（保存活用計画の国の認定・現状変更
等に係る手続の弾力化など）〕 

平成 30(2018)年６月 22 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第６回）」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 303 会議室 
出席者 構成員 14 名 

事務局  ５名 
調査等受託者  １名   計 20 名 

議 題 (1) 保存活用計画第 1 次素案について 
(2) その他 

平成 30(2018)年９月４日 第５回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
会 場 栃木県庁 北別館 201 会議室 
出席者 委 員 ５名 

 文化庁 １名 
 事務局 ６名 

調査受託者 １名 計 13 名 
議 題 (1) 保存活用計画第１次素案について 

(2) その他 

〔 平成 31(2019)年１月 18 日 「文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財保存活用地
域計画・保存活用計画の策定等に関する指針（文化審議会）」 〕 

平成 31(2019)年２月 22 日 「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第７回）」の開催 
会 場 栃木県庁 南別館教育委員室 
出席者 構成員   14 名（うち代理１名） 

事務局    ５名 
調査等受託者 １名    計 20 名 

議 題 (1) 文化財保護法の一部改正及び今後の日程について 
(2) 保存活用計画第２次素案について 
(3) その他 

〔 平成 31(2019)年３月４日 「文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財保存活用地
域計画・保存活用計画の策定等に関する指針（文化庁）」 〕 

平成 31(2019)年３月 18 日 第６回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催（書
面） 

照 会 (1)  保存活用計画第２次素案についての意見集約 
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〔 平成 31(2019)年４月１日 「文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律」の施行 〕 

 
令和元(2019)年５月 24 日  「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定ＷＧ（第８回）」の開催 
           会 場 栃木県庁 北別館 303 会議室 
           出席者  構成員   14 名 
                事務局    ５名 

調査等受託者 １名    計 20 名 
           議 題 (1) 保存活用計画最終素案について 
               (2) その他 
 
令和元(2019)年５月 31 日 第７回「第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会」の開催 
           会 場 栃木県庁 南別館教育委員室 
           出席者   委 員   ４名 
                 事務局   ７名 

調査受託者 １名    計 12 名 
           議 題 (1) 保存活用計画最終素案について 

(2) その他 
 
令和元(2019)年６月 21 日 「日光杉並木街道保護対策連絡協議会幹事会・担当者会」開催 
           会 場 栃木県庁 南別館教育委員室 
           出席者   幹 事  13 名 
                 担当者  15 名    計 28 名 
           議 題 (1) 日光杉並木街道保存活用計画の策定について 

(2) その他 
 
令和元(2019)年７月２日 教育委員協議会において「日光杉並木街道保存活用計画（案）につい

て」報告 
 
令和元(2019)年７月 23 日 栃木県文化財保護審議会において「日光杉並木街道保存活用計画

（案）について」報告 
 
 
令和元(2019)年８月 26 日「日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員会」開催 
           会 場 栃木県公館 中会議室 
           委員等 14 名 
           議 題 (1) 日光杉並木街道保存活用計画の策定について 

(2) その他 

 

４ 計画の位置づけ 

管理団体である栃木県が、文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）第 129 条の２

第１項（※）の規定に基づき作成する。 

※「史跡名勝天然記念物の管理団体又は所有者は、文部科学省令で定めるところにより、史跡

名勝天然記念物の保存及び活用に関する計画を作成し、文化庁長官の認定を申請することがで

きる。」 

本計画と他の日光杉並木街道関連の計画は以下のとおりである。 

また、栃木県や日光市等の多岐に策定されたその他の計画との関係を、12 ページ

以降に示す。 
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日光杉並木街道関連の計画等体系図 

 

 

 

 

     

○その他の並木関連計画と本計画の施策体系（121 ページ）との関係 

【 】は施策体系の項目 

【計画的追加指定

【樹勢回復事業の展開】 【保護用地の整備活用】 （公有地化）の実施】  【街道復元構想】 

次期計画 整備計画  【後継木対策】 

  

日光杉並木街道保存管理計画（昭和 52(1977)年３月策定） 

日光杉並木街道保存管理計画（平成４(1992)年３月策定） 

→ 一部変更（平成８(1996)年８月） 

日光杉並木保護財団の設立と財団の役割の追加 

→ 一部変更（平成 13(2001)年２月）  

国から市への現状変更許可権限の一部移譲 

日光杉並木街道保存活用計画（令和元(2019)年８月策定）本計画 

全面見直し（施策等の見直し）・法定化

見直し（施策・役割等の具体化）

日光杉並木樹勢

回復事業計画 

(１期:平成 14 

(2002)年、2 期:

平成 18(2006)

年、3 期:平成

23(2011)年策

定） 

概ね実施済み 

日光杉並木街道

保護用地整備構

想 

（平成 15 年

(2003)年２月策

定） 

構想 未実施 

（仮）日光杉並

木街道公有地化

実施計画 

（今後策定予定） 

（仮）日光杉並

木街道復元整備

計画 

（今後策定予定） 

（仮）日光杉並

木樹勢回復事業

実施計画 

（今後策定予定） 

（仮）日光杉並

木街道保護用地

整備計画 

（今後策定予定） 

（仮）補植事業

実施計画 

（今後策定予定） 

≪第１次≫ 

≪第２次≫ 

≪第３次≫ 
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その他の計画との関係 

計画名 策定年月 計画期間 策定機関 

内    容 

 

栃木県重点戦略 
とちぎ元気発信プラ
ン 

平成 28(2016)年２月 
平成 28 年度を初年度
とする平成 32年度ま
での５年間 

栃木県 

【第１部】 めざすとちぎの姿／Ⅰ 時代の潮流／５ 地域の魅力 

本県は、（略）豊かな自然に恵まれています。また、世界遺産「日光の社寺」、並木道として

世界最長で国の特別史跡・特別天然記念物となっている「日光杉並木街道」、我が国最古の

総合大学「史跡 足利学校」などに見られるように、本県は古くから文化の中心地の一つと

して栄えてきました。（略）今後、本県の魅力・実力を国内外に向けて効果的に発信し、地

域活性化やブランド力の向上を図る必要があります。また、本県の貴重な自然、歴史、文化

を県民共有の財産として、未来に引き継いでいくことも重要です。 

【第２部】 将来像の実現に向けたとちぎづくり／Ⅳ 重点戦略５ 誇れる地域づくり戦略～

豊かな自然・伝統文化を次代に引き継ぎ、人を惹きつける「とちぎ」を目指して～／プロジ

ェクト展開の基本的方向３ とちぎの誇りプロジェクト 

（略）様々な地域資源をさらに磨き上げ、本県の魅力・実力を国内外に発信するとともに、

若い世代の“ふるさと”とちぎの魅力に対する理解を深めることにより、とちぎへの愛着や

誇りの醸成とブランド力の向上に取り組みます。 

 

栃木県環境基本計画 
守り、育て、活かす、環

境立県とちぎ 

平成 28(2016)年３月 

おおむね 10 年後を展
望した上で、平成 28
年度から平成 32 年度
までの５か年間 

栃木県 

第３章 施策の展開／３ 豊かで誇れる自然を次代に引き継ぐ社会づくり（自然共生社会の構

築）／(４) 良好な景観の保全と創造／具体的な施策④ 歴史的・文化的景観の保全 

○県内に存する歴史的な街並み、建造物、史跡、庭園、樹木等の景観の保全・復元 

○日光杉並木街道の保護のためのバイパス整備、旧街道の復元検討、保護用地公有化、オー

ナー制度活用による樹勢回復事業等の推進 

（以下省略） 
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県土づくりプラン 
2016 

平成 28(2016)年３月 
平成 28 年度から 
32 年度 

栃木県 
県土整備部 

第２部 県土づくりの重点取組／第３章 主要テーマⅢ 魅力／重点目標(８) 人が訪れ地域

が賑わう魅力あふれるとちぎづくりを進めます！／重点施策㉑ 地域資源を活かした「観光

拠点の創出」の支援 

ア現状・課題 本県は、豊かな自然環境や景観、歴史・文化など豊富な地域資源を有してお

り、これらを最大限活かした地域づくりが求められている状況→地域資源を活かした観光拠

点を創出するため、貴重な文化遺産等の保全や活用を支える道路整備等に取り組んでいくこ

とが必要。（杉並木は世界に誇る「郷土のシンボル」） 

イ 取組内容（a）日光杉並木街道の保全や利活用に向けた取組を推進します 

ウ 成果指標（ｱ）日光杉並木街道復元にむけた検討・整備を実施する延長 

基準年次（H27）2.5km ⇒ 目標年次（H32）5.6km 

日光都市計画 
都 市 計 画 区 域 の 整
備、開発及び保全の
方針 

平成 28(2016)年３月 

都市づくりの基本理
念、将来の都市構造
については平成 42 年
を想定し、土地利用、
都市施設などの決定
の方針については、
平成 32 年を目標年次
として作成 

栃木県

１. 都市計画の目標／１-２ 本区域の現状及び課題／(４) 本都市計画区域の課題／④ 魅

力や強みを活かした都市づくり 

本区域に広がる日光国立公園の山岳地帯の山林や鬼怒川、大谷川などの緑・水といった豊か

な自然環境や日光の社寺、日光杉並木街道、鬼怒川、川治温泉などの恵まれた地域資源を活

かし、人と自然環境が共生した都市づくりが課題となっています。（以下省略）

１． ／１-３ 都市づくりの基本理念／(４) 地域の魅力や強みを活かした都市づくり 

日光の社寺、日光杉並木、日光田母沢御用邸記念公園、鬼怒川・川治温泉をはじめ、地域の

有する歴史・文化などの貴重な資源を活用しながら、個性的で魅力ある国際観光都市づくり

を進めていきます。（以下省略）

３. 主要な都市計画の決定の方針／３-１ 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針

／(３) 土地利用の方針／④ 都市内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

本区域は、日光国立公園や日光杉並木街道、大谷川流域の優良な緑地、所野地区の良好な風

致、鬼怒川流域における河畔景観、龍王峡に代表される渓谷など緑豊かな区域です。これら

都市内の緑は、人に安らぎを与え、都市の活性化を促す重要な資源でもあることから、これ
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らの保全に努めるとともに有効な整備・活用を図ります。 

３． ／３-４自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定の方針／(２) 主要

な緑地の配置方針／① 環境保全系統 

○日光杉並木などの歴史・文化として重要な役割をもつ緑地の保全に努めます。 

（以下省略） 

３． ／３-４ ／(２) ／④景観構成系統 

○日光杉並木やその周辺に分布する森林、鬼怒川、大谷川などの特色ある水と緑を守り、

本区域における景観の軸となる緑地などの保全に努めます。 

（以下省略） 

３． ／３-４ ／(３) 実現のための具体の都市計画制度の方針／② 風致地区などの指定目

標及び指定方針 

（略）また、日光杉並木街道周辺については緑地保全地域の指定を検討します。（以下省

略） 

４. 本区域における都市づくりの実現に向けて／４-２ 都市づくりの実現化方策／(４) 地

域の魅力や強みを活かした都市づくり／② 地域資源を活かした観光の振興 

男体山や中禅寺湖を擁する日光国立公園などの豊かな自然環境や、世界遺産に登録された

日光の社寺、特別天然記念物と特別史跡の二重指定を受けている日光杉並木街道、鬼怒

川・川治などの豊富な温泉資源などの観光資源を活用しながら、県内外との交流人口を増

加させ、地域の魅力や活力を高めていきます。 

 

新市建設計画 
平成 26(2014)年３月 

変更 

合併年度とこれに続
く 15 年間 
※平成 32 年度まで 

日光市 

第２章 ２市２町１村の概況／１ ２市２町１村の現況／(５) 産業／観光 

２市２町１村の区域は、世界に類のない日光国立公園の豊かな自然環境や、世界遺産にも登

録された「日光の社寺」、杉並木街道などの歴史的・文化的遺産、鬼怒川、川治、湯西川、

川俣、日光湯元などの温泉資源、銅山観光などの観光資源に恵まれ、観光が重要な産業とし

て発展してきています。（以下省略） 

第２章 ／３ まちづくりの主要課題／(２) 魅力ある観光と活力にあふれた産業の振興 

（略）新市の主要産業である観光業については、日光国立公園の豊かな自然環境や、世界遺

産に登録された「日光の社寺」、杉並木街道などの歴史的・文化的遺産、（略）など、豊富で

多彩な観光資源に恵まれ、我が国を代表する観光・リゾート地域として親しまれてきました
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が、近年、人々の価値観・ライフスタイルの多様化、景気の低迷などによる旅行形態の変化

の下で、観光入り込み客数は、年々、減少しています。（以下省略） 

第４章 まちづくりの基本方針／１ 新市の将来像《四季の彩りに 風薫るひかりの郷》 

風薫る 高原の楓、豊かな湯けむり、田園の稲穂を揺らす自然の風と、世界遺産に登録され

た「日光の社寺」や往時をしのぶ杉並木街道、それぞれの地域で培われてきた郷土芸能や伝

統行事などの古（いにしえ）の風が薫るまちであること。また、交流を風に例え、古くから

この地域が日光街道や会津西街道などで強い結びつきを持っていたこと。（略）いわば、交

流の原点であったまちであることを誇りに、国際化や情報化に向けた新しい風を起こしてい

くことも表しています。 

第５章 まちづくりの基本施策／基本方針１ 豊かなこころと文化を育む／■歴史的・文化的

遺産の継承保存・活用 

世界遺産に登録された「日光の社寺」や国の特別史跡・特別天然記念物である「日光杉並木

街道」などの指定文化財や、各地に点在するさまざまな民俗文化財などを後世に引き継いで

いくため、保存修理や防災対策など、関係機関と連携した保護対策に取り組むとともに、保

護や伝承に関する意識の高揚を図ります。また、これらの歴史的・文化的遺産は地域の貴重

な観光資源でもあることから、インターネットなどを活用した情報の提供に努めます。 

第５章 ／基本方針３ 魅力と活力にあふれた産業を伸ばす／■観光の振興 

（略）、「日光の社寺」や「杉並木街道」などの歴史的・文化的遺産、（略）など、豊富で多

彩な観光資源の知名度を活かし、国際観光地域として効果的なＰＲに努め、よりグレードの

高い観光地づくりを推進します。（以下省略） 

第６章 重点プロジェクト／【暮らし・環境】／１ 笑顔で暮らそう“ゆうゆう”プロジェク

ト／(４) 歴史的・文化的遺産、自然環境・景観の保全／【主な取組】 

・「日光の社寺」「日光杉並木街道」など歴史的・文化的遺産の保全 

・（以下省略） 

 

日光市景観計画 
平成 26(2014)年４月 

一部変更 

 
日光市 

序章／２. 日光市の景観特性／(２) 平地区域／③ 杉並木ゾーン 

このゾーンは（略）文化財保護法などに基づく杉並木の保全地域です。（略）街道沿いに杉

の巨木が立ち並ぶ荘厳な木立のトンネルは、聖域である「日光の社寺」へと誘うゲート空間

として軸となる景観を形成しているとともに、有り余る存在感を醸し出しています。なお、
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日光杉並木は、日本で唯一、特別史跡と特別天然記念物の二重指定を受ける貴重な文化遺産

であり、世界一長い並木道としてギネスブックにも載っています。 

第２章 良好な景観の形成に関する方針／１. 景観に対しての基本姿勢 

日光市の景観においては、世界遺産に代表される「日光の社寺」や日本で唯一、特別史跡と

特別天然記念物の二重指定を受ける「日光杉並木」などの後世に伝えるべき「歴史・文化」

や、その歴史・文化を培ってきた舞台であり、背景でもある日光連山、足尾山地、大谷川や

鬼怒川などの「自然環境」が景観の基盤になっています。さらに、「来訪者は日光市に何を

求めて訪れるのか？」というと、「日光杉並木や世界遺産に代表される歴史的な文化」や「奥

日光などの豊かな自然環境」を観るためであることは疑いようがありません。（略）「五感

（観・聴・香・触・味）」で景（けしき）を体感することで、「景観（観るけしき）」から「景

感（こころに感じるけしき）に変わります。（略）以上から、日光における景観に対しての

基本姿勢として以下のとおり定めます。 

○歴史・文化や自然環境を活かした景観づくり 

○観るけしきから感じるけしきづくり 

 

日光市環境基本計画 平成 22(2010)年２月 
平成 22 年度を初年度
とし、平成 31 年度の
10 年間 

日光市 

基本編／Ⅱ 計画の目標／１ 日光らしさ／多彩な環境資源と豊かなふれあい 

（略）世界遺産「日光の社寺」や日本の近代化・産業化と公害対策の起点「足尾銅山」、国

特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」など、世界に誇る歴史文化遺産に恵まれてい

ます。（略）こうした多彩で豊かな環境資源を組み合わせ、活用することにより、多様な交

流を展開し、地域の活性化を図ることが期待できます。 

推進編／Ⅰ 環境施策の体系 

目指すべき環境像 未来につなぐ環境交流都市・日光／１ かけがえのない環境を守り育む

まち（自然との共生）／(５) 自然との共生の知恵・歴史文化の保全と継承 

世界遺産「日光の社寺」や「日光杉並木街道」、「足尾銅山」等歴史文化の保全と継承に努め

ます。 

推進編／Ⅱ 環境保全等への取り組みの展開／１ かけがえのない環境を守り育むまち 

現状 日光市は、（略）面積の約半分が日光国立公園で、（略）国の特別史跡・特別天然記念

物「日光杉並木街道」、（略）をはじめとした多様な観光資源を持っています。 

主な環境課題 （略）世界に誇れる歴史文化遺産、（略）など、かけがえのない環境を守り
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育み、環境資源として適切に活用しながら、より良好な状態で将来世代に引き継いでいくこ

とが、当市の持続的発展に向けた課題といえます。 

○世界遺産「日光の社寺」や国特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」、「足尾銅山の

産業遺産」などかけがえのない歴史文化遺産の保護と継承 

推進編／Ⅱ ／１ ／２) 環境施策の展開／(５) 自然との共生の知恵・歴史文化の保全と継

承／歴史文化遺産の保護と継承 

○世界遺産「日光の社寺」、国特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」などの歴史文

化遺産の保護・管理をはじめ、周辺環境の保全に努めます。 

推進編／Ⅱ ／３ 快適で安心して暮らせるまち／２) 環境施策の展開／(２)良好な生活環

境の保全／良好な大気環境の保全 

○世界遺産「日光の社寺」、国特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」など歴史文化

遺産の保護・保全に向けた自動車排出ガス対策や酸性雨対策などの検討と調査を進めます。 

配慮編／Ⅰ 主体別環境配慮（行動）指針／１ 市民等（市民団体を含む）の環境配慮（行動）

指針／１) 市民一人ひとりが進める環境への配慮／(５) 自然保護 

目標 一人ひとりが、地域の優れた自然や歴史文化について学び・ふれあい、地域固有の限

りある資源として、積極的な環境保全活動に参加・協力していきましょう。 

○世界遺産「日光の社寺」、国特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」など歴史文化

遺産の保護・管理に協力しましょう。 

配慮編／Ⅰ ／３ 滞在者の環境配慮（行動）指針／１) 滞在者（観光・旅行者、研修・ふれ

あい体験者、滞在や通過する人々）の環境配慮（行動） 

目標 地域の優れた自然や歴史文化を享受するための責務を共有し、一人ひとりが滞在に伴

う環境への負荷の低減に努めましょう。 

指標 自然保護（これから努力すべきこと） 

○世界遺産「日光の社寺」、国特別史跡・特別天然記念物「日光杉並木街道」など歴史文化

遺産の保護・管理に協力しましょう。 

日光市観光振興計画 
平成 30(2018)年３月 

改定 
平成 32 年度まで 日光市 

第４章 観光の現状と課題／４ 観光事業者等から見た日光市の観光／【観光関連業界（市内

の宿泊・施設・飲食・物販事業・ガイド等）の視点から】 

◎誘客に関して（の意見） （略）・日光杉並木を活かしては（どうか）。 
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（以下省略） 

日光市スポーツ推進
計画 

平成 28(2016)年３月 

平成 28 年度を初年度
とし、平成 37 年度を
目標年度とする 10 年
計画 

日光市 

教育委員会 

第２部 スポーツの推進／第１章 生涯スポーツの推進／第３節 スポーツによる国内・国際

交流の促進 

本市では、全国各地から参加者を迎え交流を図る「日光杉並木マラソン大会」、（略）など全

国規模の大会を継続して開催しています。（略）スポーツによる国内外の交流を通して豊か

な心を育みます。 

 

日光市地域防災計画 
平成 30（2018）年 

修正 

 日光市 

防災会議 

第３編 風水害等対策編／第２章 予防／第 25 節 倒木災害予防対策 

台風や春一番などの強風発生時における日光杉並木の倒木災害を防止するため、市教育委

員会は、県教育委員会、国等と連携して、平常時から災害予防対策に努める。 

第３編 ／第２章 ／第 25 節 ／第１ 現状と課題 （略） 

第３編 ／第２章 ／第 25 節 ／第２ 倒木予防対策の推進／１ 杉並木の保存 

市教育委員会は、県と連携し、日光杉並木の保護に努める。また、重要な文化財である日光

杉並木に対する市民の理解が深まるよう知識の普及啓発に努めるとともに、日光杉並木の

保護活動を推進する団体の各種事業の周知や保護活動への参加促進などを行う。 

第３編 ／第２章 ／第 25 節 ／第２ ／２ 倒木災害予防対策 

(1)市教育委員会は県教育委員会と連携し、杉並木の状況の把握に努める。 

(2)市教育委員会は、文化財である杉並木の倒木災害による被害を防ぐため、強風注意報や

暴風警報などの防災気象情報が発表された場合には、沿道沿いの通行を控えるよう市民に周

知する。また、当地は観光名所になっているため、観光協会や宿泊施設等を通じて、観光客

への注意喚起に努める。 

第３編 ／第２章 ／第 25 節 ／第３ 倒木災害の体制整備 

市教育委員会は、県教育委員会と連携を図り、速やかに被害状況の把握に努めるとともに、

道路管理者が速やかに倒木の除去等の措置が行えるよう体制の整備に努める。 
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日光市国土強靭化地
域計画 

平成 30 (2018)年３
月 

平成 30 年度を初年度
とする平成 32年度ま
での３年間 

日光市 

リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態）９-２ 日光杉並木の倒木による被害の発

生／（日光杉並木の倒木対策） 

・日光杉並木街道管理対策関係機関との連絡を密にし、災害発生時には、所有者である日光

東照宮、管理団体である栃木県との連携を図る必要がある。 

《主な取組》・杉並木パトロール 

指標 杉並木パトロール回数 現状値(H28) ６回/年 → 目標値(H32)10 回/年 

５ 計画の対象区域及び計画の実施 

保存活用計画の対象とする区域は、以下のとおりである。 

なお、保存活用計画は、令和元(2019)年９月から実施する。 

拡大図を資料編(１)に掲載 

会津西街道 

日光街道 

日光街道 

例幣使街道 

寄進碑 

寄進碑 

寄進碑 

寄進碑 
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第２章 日光杉並木街道 附
つけたり

並木寄進碑の概要 

１ 日光杉並木街道の歴史 

日光杉並木街道の歴史については、平成４(1992)年３月に策定した保存管理計画

の中で、「日光杉並木街道に関する歴史的考察」として当時の計画策定委員会副委

員長であった、歴史・交通史の専門である丸山雍成氏（当時九州大学文学部附属九

州文化史研究施設長、教授）による執筆がより詳細であり、日光杉並木街道の歴史

を知る上での良い資料であることから、初めにその原文を掲載し、次にそれ以降に

公表された文献や資料を主体に新たな情報を補足することとした。 

「日光杉並木街道に関する歴史的考察」－丸山雍成－ 

（日光杉並木街道保存管理計画（平成４(1992)年３月策定）から転載） 

（１）日光東照宮の成立と日光社参の創始 

元和２(1616)年４月17日、徳川家康が駿府城で75歳の生涯を終えると、この霊柩

は即夜、駿府久能山の仮殿に遷座され、翌３(1617)年２月21日に朝廷から東照宮大

権現の神号が勅賜され、３月９日正一位に叙せられた。また、家康の遺命により、

同月15日神霊は久能山を発し、下野日光山にむかい、小田原・中原・府中・川越・

忍・館林・佐野・鹿沼・今市経由で４月４日に日光到着、奥院に安置された。そし

て、前年末に始まり３月に造営が竣工した下野東照社の正遷宮と、その法会が将軍

徳川秀忠参詣のもと４月17・18日に執行された。 

この下野東照社の正遷宮後、20年に近い寛永11(1634)年11月、将軍徳川家光は巨

費を投じてその造替えに着手し（『大猷院殿御実紀』等の寛永元(1624)年着手説は

誤り）、同13(1636)年５月まで僅か１年７カ月の短時日をもって、日本近世建築の

粋ともいえる豪奢にして荘厳・華麗な新社殿を大造営した。諸大名らの寄進もこれ

に拍車をかけたといってよい。これ以外にも、家光は、18・20年に奥院の石宝塔・

相輪橖の造立や公儀御殿の移築、正保２(1645)年に東照本社背後の石垣普請、翌３

(1646)年と慶安３(1650)年に間瑞垣・石垣・神橋（山菅橋）の修理、日光御殿の改

造などをおこなわせた。この間、朝廷は正保２(1645)年11月３日、下野東照社に対

して宮号を宣下したが、翌３(1646)年３月には幣帛を奉献する臨時の勅使を発遣し

た。以後これが例年続けられ、日光例幣使の端緒となった。 

こうして日光東照宮は、徳川家最大の廟所として尊崇され、将軍家をはじめ大名・

高家や公家、さらに一般庶民などが多く参詣するようになった。このうち、最も規
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模の大きいのが将軍の社参である。これは家康の忌日に東照宮で執行される４月大

祭に、将軍自ら霊廟に参詣するものであって、先の元和３(1617)年の将軍秀忠の例

が最初で、以後、天保14(1843)年の12代将軍家慶による最後の参詣まで19回におよ

ぶ。その内訳は、秀忠－４回、家光－10回、家綱－２回、吉宗・家治・家慶一各１

回で、秀忠・家光の時代は約２年に１回であるのに対し、家綱～家慶の時代は約40

年に１回と間隔が大きい。 

当初は社参も簡略だったが、寛永の大造営を契機として非常な盛儀となり、幕府

財政を圧迫する一因ともなった。安永５(1776)年の場合など、「大勢之御供、江戸

より日光迄人馬一続きに相成、扨々夥敷事言語ニ及不申候」（『日光御供記』）と

いう状況で、宿駅・助郷人馬の徴発は関東８カ国におよんでいる。 

将軍の日光社参は、幕府の政治を揺るがすような事件があった時、東照大権現へ

の復帰という名目で幕藩体制の引き締めのために実施された。一方、朝鮮通信使や

琉球慶賀使らを日光東照宮に参詣させ、また長崎出島のオランダ商館長よりシャン

デリアや灯架などの献納を受けたりしているが、これは将軍の恩威が海外辺土にお

よび、日光山の東照大権現の神威を荘厳なものとするのに大きな役割を果たした。 

（２）日光社参の道筋と宿駅 

日光社参時の将軍秀忠・家光の江戸～日光山の行程をみると、元和３(1617)年の

秀忠の場合、往路は江戸城を発駕して岩槻・古河・宇都宮に宿泊し、日光山に到着、

帰路は壬生経由で帰府した。彼は、その後は帰路を宇都宮または壬生経由としてい

る。寛永５(1628)年の家光の場合、往路を岩槻・壬生・宇都宮泊まりとし、その後

は秀忠のそれに近い行程である。これによると、将軍秀忠・家光は、往路は（a）日

光御成道（岩淵～岩槻）から（b）日光道中（うち幸手～鉢石）経由で日光山に到る

か、または（c）日光道中（うち幸手～小山）から（d）壬生通り（飯塚～板橋）経

由で再び（e）日光道中（うち今市～鉢石）に合流するかの２コースをとり、帰路は

（e）→（d）→（c）→（a）コースが多く、日光道中の千住～杉戸間のコースは将

軍自身の参詣道にはあまり利用されていない。 

将軍の日光社参は圧倒的多くの諸大名を随行させるため、上記の日光御成街道や

日光道中・壬生通り以外にも、中山道経由の日光例幣使道の利用があった。また、

日光山輪王寺門跡は、江戸上野の東叡山寛永寺を兼掌する門主として年３回日光山

～江戸を往復し、日光例幣使も年１回ながら重要な通行であるが、日光奉行関係の

役人や、慶安５(1652)年以降の八王子千人同心による火の番勤務のための例年の往
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復なども、これら街道筋の発展・整備に大きな影響があった。こうして五街道の一

つ日光道中と、その附属街道である日光御成道・壬生通り・日光例幣使道などが本

格的に形成されたのである。 

日光社参の途中、将軍は往路は岩槻・古河・宇都宮、または壬生の各城に宿泊（計

３泊４日）した後、日光山の公儀御殿（輪王寺本坊・光明院・座禅院の各跡地に順

次建立）に入ることが多いが、それ以外の宿駅でも適宜、御殿（古河・小山・小金

井・鹿沼・大沢・今市など）や御茶屋（雀宮・楡木・文挟など）その他を建てて休

泊することがあった。一方､諸大名らは､宿駅の本陣や寺院、日光山では院などを宿

坊とした。 

日光社参では将軍以下、諸大名の大行列とその貨客運搬のための厖大な宿駅・助

郷人馬が集中するところから、道橋の破損、宿駅の混雑は甚だしく、その対策には

特に意が払われた。幕府は慶安元(1648)年の社参法度で、町中の道路の砂敷と平坦

化を、翌２(1649)年には参宮道筋への海砂・浅草砂の用意を指示し、享保13(1728)

年には道筋町家前への水桶配置と家屋・木戸の破損修繕を命じている。橋梁も、利

根川の房川渡しの船頭以下、細かに指示し、宿駅では道中入用の諸道具、草履以下

わらじに至るまで、平常より高値で売ることを禁じる一方、寛政５(1793)年・同９

(1797)年には、日光神領などの街道で旅人から銭を貰い、応じぬ者には何かと難題

をふきかけ、通行の難儀となるのを制している。 
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（３）日光杉並木街道の生成とその保存維持策 

並木は古代律令制下にも存在したが、その復活は中世末期である。近世に入ると、

慶長９(1604)年将軍秀忠が諸街道の改修の際、一里塚とともに並木を植えさせ、以

来その補植保護政策は幕末まで続いた。日光杉並木の初植は中世後期、文明８(1476)

年に日光山監守・権別当となり座禅院に住んだ東円坊昌源だとする説もあるが、本

格的な植樹は寛永２(1625)年頃に着手し慶安元(1648)年４月頃に完成させた、松平

（大河内）右衛門大夫正綱によるものである。 
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松平正綱は、元和２(1616)年の下野東照社の造営に際して、鹿沼町通りの町立て、

壬生通りの街道整備を推進した大河内秀綱の次男である。15歳にして長沢松平家に

養子となるが、駿府の家康のもと近習出頭人、後の勘定奉行にあたる職務についた。

同４(1618)年の東海道箱根宿の起立を担当し、同じく箱根芦ノ湖畔に残る杉並木は

彼の植樹によるものだという。家康の没後は、その久能山埋葬と日光山移遷に供奉

し、寛永２(1625)年には相模甘縄城主（鎌倉市）として禄高２万2100石余を拝領し

た。その後、同５(1628)年には大御所秀忠の日光社参に供奉し、同９(1632)年には

朝鮮通信使の日光参詣時の諸事を沙汰し、同15(1638)年の日光山火災後の復興、同

17(1640)年の家光の先途役、同18(1641)年の日光東照宮廟塔再建の奉行役、同

19(1642)年の家光社参の先途役、同20(1643)年の日光山相輪橖の普請役、正保２

(1645)年の地震後の上使、東照宮号宣下の勅使接待、同４(1647)年からの家康33回

忌法会の準備、日光奉幣使の接待など、日光山との関係はきわめて深く、慶安元

(1648)年の上記の法会に日光山で諸事を取りしきった後、73歳で没した。 

その間、おそらく正綱は、寛永13(1636)年の下野東照社の造替え正遷宮を念頭に

おき、これに先んじて杉並木の植樹を始めたのであろう。その結果は、将軍家光を

頂点とする幕府の権威が最高潮に達し、江戸城を老中松平信綱（正綱の甥）に預け

た家光の日光霊廟への荘厳な行粧を待ち迎える若杉の列へと生長していた。『寛政

重修諸家譜』巻255は、 

正綱、台徳院殿・大猷院殿の御代、日光御宮造営ならびに祭礼法会等の事つねに

これにあづかり、彼地に往来する事をよそ二十四年、そのあひだ下野国鹿沼・宇都

宮をよび奥国に往還の駅路をのをの三里余、路辺の左右ならびに山中十四里のあひ

だ、所々に杉をうへて日光山に寄附したてまつり、数年の間其木おほいに繁茂せり。 

と記している。正綱は、この植杉に心を尽くしたことから、石に彫って永久に伝え

たいと、慶安元(1648)年４月その碑文を林道春（羅山）に乞い、文章はできたが完

成をみる前に死去した。そこで、子の正信がその志を継いで、並木の起点の４カ所

に建碑した。 

すなわち、日光山入口の神橋（山菅橋）脇の親標と、日光道中大沢宿南、壬生通

り小倉村入口及び会津西街道大桑宿東北端の各境標、合計４基の「並木寄進碑」が

これである。このうち、神橋脇の親標碑文を次に示す（他の境標は文言若干異なる

も、内容は同じ）。 
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自下野国日光山山菅橋、至同国都賀郡小倉村・同国 

河内郡大沢村・同国同郡大桑村、歴二十餘年、植杉於 

路辺左右并山中十餘里、以奉寄進 

東照宮、 

慶安元年戊子四月十七日  従五位下松平右衛門大夫源正綱 

このうち大桑村の分は、享保８(1723)年と幕末期の水害により再度流失、子の年

（嘉永５(1852)年か元治元(1864)年）現在地に建立したものという。 

並木寄進碑 （写真はこの保存活用計画のために撮り直したもの） 

① 日光市神橋付近の並木寄進碑文（山内）
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       ②会津西街道の並木寄進碑（大桑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③例幣使街道の並木寄進碑（小倉）     ④日光街道の並木寄進碑（大沢） 

例幣使街道 

日光街道 

会津西街道 

① 

② 

③ 

④ 

山内 

鹿沼 

宇都宮 

今市市街地 

日光街道 
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大河内家譜によれば、正信も正綱の植杉の行為を継承し、家臣を日光の地に遣わ

し、百姓に金をあたえて３、４カ年間、新規に諸所で植杉を行っている。日光杉並

木の植生は、まことに正綱・正信親子相承の歴史的事業によるものといわねばなら

ない。この植杉の苗木については、紀州熊野杉の種子や幼苗の移植説、仙台藩その

他からの移送説、地元苗木説などがあるが、『東照宮案内記』のいう当時の植杉数

20余万本を事実とすれば、並木杉の相当部分は地杉とみるべきであろう。 

こうした杉並木の管理体制については承応２(1653)年４月、梶定良が日光守護

（日光目代）になるまでの数ヵ月間は、日光東照宮自体が輪王寺の所管であったが、

元禄13(1700)年の日光奉行の設定以降その保護管理下におかれた。そこでは、杉の

枯損木・根返りは、地元の村役人の届け出があれば、輸王寺と日光奉行の立会い実

地検分のもと伐採処分の許可がおりるが、これは幕府の施策に準ずるものである。

幕府の触達は、路傍の樹木抵触や道の両端歩行の禁止にはじまり、享保11(1726)年

の新田検地条目では並木際の田畑年貢の木蔭引（減免）を認め、さらに元文元(1736)

年積極的な保護策を打ち出している。宝暦12(1762)年には、五街道・脇街道筋の往

還並木について、苗木の植継ぎ・道造り・手入れなどもせず、並木敷地を田畑のう

ちへ掘り揚げ（切り添え）、並木の根際まで掘りつけたりしているので、大風のと

き根返りになるのだと指摘し、今後は御料（幕府領）は代官、私領は領主・地頭が

地元に申し渡して、道幅を切り狭めぬよう道造りをし、並木敷地は小土手を築き、

田畑の地境に定杭を立て、各村が村高割で担当地区をきめ、並木の枯損・風折れ・

根返りなどの際は早急に苗木を植継がせるよう命じている。 

その後、安永元(1772)年には、小苗木は旅人が踏み倒すからと５、６尺以上を並

べ植えさせ、寛政元(1789)年には、街道の道幅２間以上のほか、並木敷地は９尺以

上なければ烈風で根返りするとして、切添えの原形復帰を指示した（なお、脇街道

などでは、偽文書とされる『徳川家康百箇条』の「大海道は其巾六間、並木左右共

二十間ツゝ、小海道は其巾三間、路傍より左右共十間宛」の規定を準用している藩

もある。日光道中などの道幅は４～５間で、並木敷もひろい。東照大権現の威光を

かりたものであろうか）。また、翌２(1790)年と文政６(1823)、７(1824)年・天保

13(1842)年にも宝暦令の遵守に加え、根際での焚火禁止、下草刈、並木間遠の場所

への植足し、成木保全の励行を命じている。実際に日光神領でも、焚火による並木

杉の焼け損じで危険な状態が数多くみられ、文政６(1823)年、日光奉行は輸王寺の
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家来と検分した結果だとして、2,552本の伐採許可を道中奉行に求めている。これに

対し、道中奉行は危険箇所のみの伐採に限定して、申請には消極的態度を示した。 

日光道中では、鉢石宿内の特定石畳以外は他に存在せず、このため明和元(1764)

年今市・大沢宿とその周辺の村々の代表は、道中筋すべてが破損したが、なお御用

通行が多く大破に及んだとして修復の助村を、また道路砂利敷の自普請より御普請

への変更を願っている。安永７(1778)年・寛政10(1798)年の日光山総修復などでは、

莫大な材木等の運送に諸村人夫・車力を徴発し、並木杉にも多大な影響があった。

一方、享保13(1728)年の社参では、街道の両側３間にわたり並木の枝打ちが命じら

れ、宇都営～徳次郎宿の３里の間だけで実に人夫２万人余を要しているが、安永５

(1776)年の社参でも同様実施された。なお、文化６(1809)年の『日光山拝礼旅行日

記』は、鉢石宿から神橋までの並木杉の繁茂の姿などを、「此辺遠く望めば高山巌々
．．．．．．．．．．．

として峰を重ね、近きあたりは古松・老杉枝をたれ、梢をかはして道を覆う
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

」と簡

潔に叙べている。 

（４）近代以降の日光杉並木と伐採問題 

幕末・維新期には、水戸浪士事件に際して日光七里の杉並木を伐倒して防禦する

方策がとられ、戊辰戦争の銃砲弾の被害を受けた杉も多いという。この日光杉並木

は、明治４(1871)年の廃藩置県以降は栃木県の管轄となり、溝部惟幾知事のとき全

面伐採の計画もあったが、同38(1905)年４月に日光東照宮へ返戻され、これ以降は

教育・文化・観光等の公共利用を目的として保護されることになった。日光東照宮

では、特別会計による管理制度を定め、旧慣により完全な枯死・倒覆以外の並木杉

は一切伐採せず、伐倒跡には補植する方策をとった。この返戻を記念して、旧日光

神領の各村民有志は日光道中大沢～今市間に並木補植運動を始めたが、同43(1910)

年４月吉日付の「東照宮自今市町至大沢村道路両面並木植継永代献木之碑」が大沢

宿南の並木寄進碑の傍らに現存する。 

大正４(1915)年の東照宮300年祭記念事業として、翌５(1916)年より向こう10カ

年間に杉・桧6,000本の補植も行われた。同11(1922)年３月、「日光杉並木街道、附

並木寄進牌」が史蹟第１類に指定され、内務省の所管（栃木県が管理代行）となり、

現状変更に国の厳格な許可制が実施されたが、昭和４(1929)年から文部省所管に変

更となった。第二次世界大戦中の同18(1943)年には国家総力戦体制の下、日光杉並

木も大政翼賛会などによる艦船用材名目の供木運動で全伐の危機に直面したが、内
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務省神祗院や文部省、さらに民間の有識者など多数の強い反対により、危機一髪こ

れを避けることができた。 

戦後は、日光東照宮が同25(1950)年に日光杉並木街道保存委員会を、また栃木県

も同27(1952)年３月の文部省文化財保護委員会による日光杉並木街道の特別史跡指

定と同時に日光街道管理委員会を発足させ、同52(1977)年３月には「日光杉並木街

道保存管理計画」を策定して、杉並木の保存・保護とその管理に全力をあげてきた。

なお、同31(1956)年には特別天然記念物の指定も受けている。 

                                

（参考文献） 

『徳川家康公伝』、『徳川家光公伝』、『明治以前日本土木史』、『栃木県史』通

史編４・近世１、『日光市史』中巻、『今市の歴史』、『鹿沼市史』前編、『群馬

県史』通史編５、大島延次郎『日本交通史論叢』、丸山雍成『日本近世交通史の研

究』『近世宿駅の基礎的研究』、鈴木丙馬『日光杉並木300年の記録』、五十嵐富夫

『日光例幣使街道』、本間清利『日光街道繁盛記』、埼玉県教育委員会『歴史の道

調査報告書』２・３・４（日光御成道・日光道中・日光脇往還）、朝尾直弘『日本

の歴史17・鎖国』、鈴木隆俊『日光杉並木街道余話』『近世交通史料集』２・６・

８・10、『日本財政経済史料』巻４・９、『栃木県史』史料編・近世１、『日光市

史』史料編、『いまいち市史』史料編近世Ⅱ、『徳川実紀』『続徳川実紀』、『大

日本史料』、ほか。（論文は省略） 
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上記丸山氏の歴史的考察を受けて、これ（平成４(1992)年３月）以降に発行された

文献や調査資料のほか、これ以前に発行されたものであっても丸山氏の考察を補足

するに足りる資料をもとに、新しい知見等を次にまとめた。 

「新しい知見等」－文献・調査資料等の分析－ 

（１） 並木杉は数回に分けて植栽されたのか 

杉並木の植栽の時期の考察として、柿沼精一氏（当時東照宮林務部係長）は、「大

日光（日光東照宮発行、以下同じ）64号（平成４(1992)年）」の中で、20数年とい

われる植栽期間について、現在の植林事業の実情から判断してもそれほどの期間を

要するとは考えにくいという仮説から入り、寛永18(1641)年から同20(1643)年にま

とめられた江戸時代最初の大名・旗本諸家等の総合的系譜である『寛永諸家系図伝

（以下「系図伝」という。）』において、正綱が三里余にわたって杉並木を植栽し

たという記載があるが、その三里余というのは現在の杉並木全長の約３分の１に相

当し、その三里余を寛永２(1625)年の着手から約18年かかったにもかかわらず、残

りの約３分の２（約六里）を慶安元(1648)年までのわずか７年間ほどで完了したと

いうのは不自然と考えた。 

現在の寄進碑が残る大沢、小倉、大桑まで日光神領が拡大したのが「系図伝」作

成後の寛永21(1644)年であり、「系図伝」記載時点での神領内の三街道の延長は約

三里半になり、三里余の記載と一致する。すなわち、正綱の寄進の目的が、正綱が

日光東照宮の参道を神領内の主要道路と捉え、そこに杉を植えることとしたである

のなら神領拡大に伴い、第一期と第二期に分けて植栽を行ったのではないかと考察

した。 

また、高藤晴俊氏（当時日光東照宮禰宜）は、「大日光70号（平成12(2000)年）」

の中で、日光街道の水無地区と例幣使街道の文挟地区は、寛永21(1644)年の神領拡

大の時に神領外に残された地区であり、特に文挟地区について、正綱の子正信によ

る三期目の植栽があった可能性に触れている。 

これらを「栃木の日光街道－荘厳なる聖地への道－（平成15(2003)年下野新聞社

編集）」の記載のように三期に分けると次のようになる。 

①正綱が大名となった寛永２(1625)年から寛永10(1633)年までに三里余（当時の

日光神領の範囲：日光街道；今市七本桜まで、例幣使街道；室瀬まで） 

②寛永21(1644)年から慶安元(1648)年までで七里余（日光神領の拡大後）
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③慶安元(1648)年に没した正綱の後、承応期(1652-55)に子正信による３-４年の

追加植栽 

 

 

 

（柿沼精一.日光杉並木街道の一考察－その植栽の時期を中心として－.「大日光64号」）一部改変 

 

なお、作新学院高等部社会研究部による「日光杉並木の研究（平成13(2001)年）」

の中で、サンプル調査ではあるが、例幣使街道においては、上記の仮説の第一期植

栽の地区にある杉（下の例幣使街道のサンプル１から５）の生育と年数が突出して

いることを指摘している。 

これは、今後検証していく上での参考となる指摘となっている。 

 

 

①

⑥

②
③

④

⑤

⑦

⑳

⑲
⑱

⑧

⑨

⑩

⑬

⑫

⑭

⑮
⑯

⑰

⑪

21

1　日　光

11 小　倉

2　七　里

10 小　代

12 土　沢
13 板　橋
14 文　挟
15 森　友
16 水　無
17 大　沢
18 芹沼新田
19 倉ヶ崎新田
20 倉ヶ崎
21 大　桑

3　野　口
4　瀬　川
5　今　市
6　吉　沢
7　下ノ内
8　室　瀬
9　明　神

［杉並木街道］

［境　　界］

　　　　　寛永期植栽区間

　　　　　正保期植栽区間

　　　　　杉並木のない区間

　　　　　村境

東照宮

杉並木寄進碑

寛永21年以後

日光領となった村

　　　　　寛永21年以前の日光領境

　　　　　日光領境
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切り株の直径と年輪測定値 

（上段：日光街道、下段左：例幣使街道、下段右：会津西街道） 

32



切り株にみる年輪と直径の相関 

（２） 大桑の寄進碑の再々建について 

大桑の寄進碑の再建（三建）のいきさつについては、大島延次郎氏（旧今市市出

身、元宇都宮大学教授）が、「大日光17号（昭和36(1961)年）、同18号(同37(1962)

年）」の執筆で、「日光杉並木大桑における寄進碑三建の始末」として究明を試み

ている。この中では、再建を示す諸説を分析し、現存のものが、二度目に再建した

ものと五つ（石材、長さ、形、向き、銘文の有無）の点で違いがあることから、三

度目であることを指摘した。大島氏の説により、大桑の現在の寄進碑が三度目に建

てられたものであることは、通説となっており、先に示した丸山氏の執筆にもその

ことが書かれている。 

大桑の寄進碑は、26ページの写真からもわかるように、他の三つの寄進碑と比べ、

色が赤みがかって見える。これは現存の碑が地元のカンカン石と呼ばれる石を使っ

て建てられているからである。（一度目と二度目は伊豆から取り寄せたと言われて

いる。） 
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では、大桑の寄進碑が最初はどこに建てられたのか。これも大島氏が過去の文献

を調査し、その執筆の中で明らかにしているが、更に次に示す大桑村絵図がこのこ

とを裏付けている。 

 

文政八年絵図（栃木県歴史の道調査報告書第三集から転載 星常夫家文書） 

 

以下、「大日光79号(平成21(2009)年)」谷本𠀋夫氏（宇都宮大学名誉教授、本計

画策定委員長）の記事を抜粋引用しつつまとめた。 

絵図では、明らかに大桑村集落のはずれから鬼怒川内のいわゆる石塔島まで並木

杉が植えられている。寄進碑は「境石」とも呼ばれ、大桑では日光東照宮領と宇都

宮藩領境とされた「石塔島」に建てられていた。 

大桑集落から東の杉並木については、地理、地形的に洪水による流亡と残存並木

杉の生育が思わしくないことから、この位置における並木杉の植え継ぎを断念し、

集落に近い洪水にも安心な現在位置に寄進碑のみを移動させたものと推測できる。 

 

（３） 異なる杉の植え方について 

「大日光77号（平成19(2007)年）」において、谷本氏は街道や地域での植え方の

違いについて、（１）に示した二期にわたっての植栽の考え方を取り入れ考察して

いるが、以下、谷本氏の記載を参考にまとめてみる。 

石塔島 

大桑集落 
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日光杉並木街道において杉並木の植列、植栽形式の違いが見られることについて

は、第二期の約六里分を、家康の三十三回忌（慶安元(1648)年）にあわせ完了させ

ようとしたと思われ、寛永21(1644)年の神領拡大後に第二期の植栽を開始するとな

るとわずか３年程しかなかった。先行してかなり生育している第一期の植栽の並木

と同じような景観とするためには、一列では貧弱であり、チドリあるいはかなえに

数本まとめて植える方式を採用したと思われる。また、第一期に植栽した杉の枯死

後の補植としても、景観を整えるために第二期の植栽と同様にまとめ植をしたもの

と思われ、そのために日光街道の第一期箇所の所々でも一列植ではなく、まとめ植

が残されていると推測できる。 

（４） 一里塚について 

幕府は、江戸開府とほぼ同時期の慶長９(1604)年７月には、２名の一里塚築造奉

行を諸国に派遣している。そして８月には、諸道に一里塚を築くべき旨布令してい

る。吉宗社参の準備過程を中心に記録した、今市宿問屋の『日光山御社参録』によ

れば、 

（前略）瀬川村之壱里塚は、江戸ノ方より之壱里塚と相見申候 

と、瀬川の一里塚にふれており、瀬川の一里塚は、江戸から数えられて造られてい

ると確認できたという記録がある。瀬川の一里塚から江戸方向へ一つ手前の例幣使

街道の室瀬の一里塚と日光街道の七本桜の一里塚までの距離をそれぞれ測ってみる

と、瀬川～室瀬間はおよそ一里あるが、瀬川～七本桜間は一里にやや足りないこと

がわかる。このことから瀬川の一里塚は、一つ手前として例幣使の室瀬から数えて

造ったと考えられる。 

なお、元和２(1616)年から開始された家康の廟所の造営にあたっては壬生通り（例

幣使街道、以下同じ）が使われており、一方、宇都宮経由の日光道中（日光街道、

一列植 チドリ植（三角植） 

（第一期箇所に多く見られる）  （第二期箇所に多く見られる） 
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以下同じ）は元和５(1619)年から同８(1622)年の本多正純の宇都宮在城時代に開鑿・

整備され、江戸から日光への参詣道は二本となっている。また、壬生通りは、宇都

宮経由の日光道中よりやや短かったこともあり、利用度も高く、社参の往路は宇都

宮城に宿泊する関係上、日光道中であったのに対し、帰路の多くは壬生通りを利用

し壬生城に泊まることが通例となった。その後、社参の中断をはさみ65年ぶりに復

活した八代将軍吉宗以降は、往復とも宇都宮経由の日光道中が使われている。 

また、『日光道中図絵』（※）など街道の絵図には、いずれも杉の植えられた一

里塚が描かれている。その一里塚にある杉は、正綱が実際に植えたものかどうかは

不明であるが、他の並木杉と差異なく育っており、杉の根元を埋めてまで一里塚を

つくることはないと想定すると、また、前述したように日光道中は元和５(1619)年

から同８(1622)年頃に開鑿・整備されたとすると、正綱の植栽の開始時期（寛永２

(1625)年）には、塚はすでに造られ、その上に杉を植栽したか、ほぼ同時進行だっ

たかのどちらかであると推測できる。 

（参考「日光杉並木物語（平成５(1993)年今市市教育委員会発行）」、「栃木の

日光街道－荘厳なる聖地への道－（平成15(2003)年下野新聞社編集）」） 

※文政８(1825)年に予定されていた十一代将軍家斉の日光社参に備えて（結局は実施されなかっ

た）、日光道中の全行程を描かせたもの 

 

「栃木県歴史の道調査報告書第一集（平成20(2008)年）、及び第三集（平成27(2015)

年）栃木県教育委員会」による一里塚についてのデータを以下に示す。 

この表から、三つの街道のいずれにおいても杉並木区間において、一里塚がよく

保存されていることがわかる。この理由として、日光神領の範囲であったこともあ

るが、杉並木が存在していたことにより、街道が保護の対象になっていたことが大

きいと考えられる。 
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（栃木県教育委員会『栃木県歴史の道調査報告書第一集 日光道中・日光道中壬生通り・関宿通り多

功道』平成20(2008)年3月）                 太線枠内が杉並木街道区間に存在 

（栃木県教育委員会『栃木県歴史の道調査報告書第一集 日光道中・日光道中壬生通り・関宿通り多

功道』平成20(2008)年3月）                 太線枠内が杉並木街道区間に存在 

日光道中

一里塚の所在地
江戸からの

距離
現況 現市町村名

南に隣接する一里塚からの実距
離（計測可能な場所のみ）

野木 17里目 消滅 野木町

乙女 18里目 消滅 小山市

間々田 19里目 消滅 小山市

小山 20里目 消滅 小山市

喜沢 21里目 両側ともに現存 小山市

小金井 22里目 両側ともに現存 下野市 4.3km

下石橋 23里目 西側のみ現存 下野市 4.3km

下古山 24里目 消滅 下野市

雀の宮 25里目 消滅 宇都宮市

江曽島 26里目 消滅 宇都宮市

宇都宮 27里目 消滅 宇都宮市

上戸祭 28里目 両側ともに現存 宇都宮市

高谷林 29里目 両側ともに現存 宇都宮市 4.2km

六本木 30里目 両側ともに現存 宇都宮市 4.4km

上小池 31里目 南側のみ現存 宇都宮市 4.4km

水無 32里目 両側ともに現存 日光市 4.3km

七本桜 33里目 両側ともに現存 日光市 4.4km

瀬川 34里目 両側ともに現存 日光市 3.1km

壬生通り

一里塚の所在地
江戸からの

距離
現況 現市町村名

南に隣接する一里塚からの実距
離（計測可能な場所のみ）

喜沢 21里目 両側ともに現存 小山市

飯塚 22里目 両側ともに現存 小山市 4.6km

壬生 23里目 西側のみ現存 壬生町 4.2km

上稲葉 24里目 西側のみ現存 壬生町 4.6km

赤塚 25里目 西側のみ現存 鹿沼市 4.6km

奈佐原 26里目 消滅 鹿沼市

鹿沼 27里目 消滅 鹿沼市

武子・富岡 28里目 西側のみ現存 鹿沼市

小倉 29里目 両側ともに現存 日光市 4.5km

板橋 30里目 東側のみ現存 日光市 4.7km

室瀬 31里目 両側ともに現存 日光市 4.4km
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会津西街道の一里塚については、まだ不明な点も多く、今市宿と陸奥国境の山王

峠間で確認できる一里塚は、『下野一国』、『天保国絵図』の史料によると13カ所

に存在したことになる。現存する一里塚と思われる塚は３カ所のみであり、その内

杉並木街道内のものは大桑の一里塚が該当する。（下表） 

（栃木県教育委員会『栃木県歴史の道調査報告書第三集 会津西街道・会津中街道・大田原通会津

道・原街道（原方道）・足尾道』.平成27(2015)年3月） 太線枠内が杉並木街道区間に存在 

会津西街道

区間 『下野一国』（慶安４(1651)年）
『天保国絵図』

（天保９(1838)年）
現状

今市～大桑
①大谷橋より16町目に壱里山、そこか
ら28町５間目は大桑村

記載無し

大桑手前に右側だけ
あり
①による推定場所と
は異なる位置にある

大桑～高徳
②大桑村中より7町50間目に壱里山、
そこから13町８間目は衣川

記載無し

③衣川より２町目に壱里山、そこから
16町14間目は高徳村

③高徳村手前に一里塚
（両側）

高徳～大原
④高徳村中より13町30間に小門沢、そ
の沢より５町30間目に壱里山

④大原村手前に一里塚
（両側）

大原～藤原
⑤大原村中より６町目に竹之沢、そこ
から７町50間に小原沢、壱里山あり

⑤藤原村手前に一里塚
（両側）

藤原～二ツ屋

⑥藤原村中より13町10間目に太閤おろ
し橋あり、その橋より２町30間登って
壱里山、そこから16町40間目は二ツ屋
村

記載無し

二ツ屋～
高原新田

⑦二ツ屋村より10町30間先に壱里山、
そこから29町30間目は塩原湯本への追
分

⑦二ツ屋～高原新田中
間地点付近に一里塚
（両側）

高原新田～
五十里

⑧追分より６町30間目に壱里山、境嶺
より奥州の内いかり村まで１里あり

⑧塩原湯本への追分先
に一里塚（両側）

⑨同上一里塚と五十里
村中間地点付近に一里
塚（両側）

⑩五十里村手前（高原
峠登り口付近）に一里
塚（左側のみ）

五十里～中三依
⑪中三依橋先に一里塚
（両側）

中三依～上三依
⑫上三依手前に一里塚
（両側）

両側が残る

上三依～横川
⑬横川村手前に一里塚
（両側）

左側のみ

扱われていない
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（５） 江戸期の道形について 

杉並木街道に位置する部分での発掘調査はしていない。しかし、日光道中小金井

一里塚付近において発掘調査（平成９(1997)年度）が行われており、「栃木の日光

街道－荘厳なる聖地への道－（平成15(2003)年下野新聞社編集）」にまとめられて

いる。その中で、江戸から明治時代までにⅠ～Ⅲ期の砂利敷の工事跡が発見された

ことを報告している。 

Ⅰ期：江戸時代で最初に街道が造られた当時の道路跡で、幅約９ｍ、砂利を厚さ

約10cmで敷き固めている。道路敷は地表面から一段低く、側溝は確認できず。 

Ⅱ期：18世紀後半から19世紀（出土された明和６(1769)年に鋳造された貨幣から）。

Ⅰ期よりも路面高が約30cm上がり、両側に側溝が整備された。側溝は幅約１

ｍ、深さ約0.3-0.5ｍのＵ字形で、両側溝中心間での道幅は約10.4ｍで道路

敷はⅠ期とほぼ同じ約9.4ｍ。砂利敷は同じだが、中央部の約３ｍが集中し

て整備されている。 

Ⅲ期：明治時代以降。Ⅱ期よりも更に路面高が約20cm高くなっていて、側溝も内

側に掘り直されている。側溝の規模は幅約１ｍ、深さ約0.4ｍの箱型。両側

溝中心間での道幅は約7.3ｍだが、道路敷は約5.7ｍに減少している。砂利は

中央部が多いものの全体に敷かれている。 
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（栃木の日光街道－荘厳なる聖地への道－.下野新聞社.平成15(2003)年） 

この小金井一里塚付近の発掘結果と現在の日光街道の並木寄進碑付近の道路敷幅

が約６ｍ程度、並木敷が３－５ｍということを比べると、街道整備当初の幅が並木

敷を加えた幅であり、明治以降の幅が現在の道路敷の幅といえる。 

なお、江戸期ではないが、明治期に日光杉並木街道を訪れた外国人の紀行記など

に記されたものを抜粋して掲載する。（大日光71号より） 

エドワード.Ｓ.モース「日本その日その日」（1877年） 

「宇都宮の二十五マイル手前から日光に近い橋石（鉢石）に至る迄、道路に接し

て立派な杉の並木がある。所々に高さ十二フィートを越える土手があり、その両側

には水を通ずるために深い溝がほってある。その溝のある箇所には、水の流れを制

御する目的で広い堰が設けられている。二十七マイルにわたって、堂々たる樹木が、

ある場所では五フィートづつの間隔を保って（十五フィート以上間をおくことは決

40



してない）道路を密に辺取っている有様は、まさに驚異に値する。両側の木の梢が

図上で相接している場所も多い。樹幹に深い穴があいている木も若干見えたが、こ

れは1868年の革命当時の大砲の弾痕である。所々の樹の列にすきがある。ここのよ

うな所には必ず若木が植えられてあり、そして注意深く支柱が立ててある。時に我々

は木の皮を大きく四角に剥ぎ取り、その平な露出面に小さい丸版を二、三捺したの

を見た。皮を剥いだ箇所の五、六尺上部には藁縄が捲きつけてある。このようなし

るしをつけた木はやがて伐られるのであるが、いずれも密集した場所のが選ばれて

あった。人家を数マイルも離れた所に於て、かかる念入りな注意が払われているの

は最も完全な保護が行われていることを意味する。何世紀にもわたってこの帝国で

は、伐採の跡には必ず代りの木を植えるということが法律になっていた。そしてこ

れは人民によって実行されて来た。」 

イザベラ・バード「日本奥地紀行」（1878年） 

「これほど壮大な記念碑は、考え出すことはできなかったであろう。たぶんこれ

は、同種のものでは世界で最も壮大なものであろう。例幣使街道の並木道はりっぱ

な馬車道路で、草や羊歯（しだ）でおおわれた土手が八フィートの高さから傾斜し

ていた。土手の上に杉の木がそびえ、それから草のはえている二本の歩道がある。

これらと耕作地の間には、若木や茂みが目隠し役をしていた。多くの木は、地面か

ら四フィートのところで二股に分かれる。たいていの幹は周囲が二十七フィートあ

る。それは五十～六十フィートの高さに達するまで細くなったり枝に分かれること

はない。赤味がかった樹皮が縦長に裂けて約二インチ幅の細長い切れとなっている

ので、ますます樹木が高く見える。木はピラミッド型で、少し離れたところから見

るとシーダー（ヒマラヤ杉）に似ている。このすばらしい並木道は、広い木蔭に光

がちらちら洩れ、並木の間から高い山々がまれに見えて、深い荘厳さを覚える。こ

の並木道と同じように壮大で美しいところに道が通じているにちがいない、と人間

の本能だけが知らせてくれるだろう。」 

１マイル＝約1.6km １フィート＝30.48cm １インチ＝2.54cm 
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最後に、谷本氏が江戸期の街道の復元について重要な知見を示しており、抜粋・

転載する。 

「露出した並木杉の水平根痕跡・文献資料等による江戸期の日光街道復元.その基礎的

根拠を求める試み」（日光杉並木街道保護方策検討委員会.「特別史跡・特別天然記念

物日光杉並木街道保護方策検討委員会報告書～21 世紀の杉並木と街道その具体的な保

護方策を求めて～」.平成 12(2000)年）－谷本𠀋夫－ 

○はじめに

日光杉並木街道の並木杉の衰退が著しく、抜本的な保護延命策が必要である。

その一環として、街道内部の切り土を復元盛土することで、根系の伸長生育域を復

元確保する必要がある。しかし、杉並木街道は特別史跡・特別天然記念物でもあり、

不用意な復元は歴史的遺産を台無しにしてしまう危険がある。そこで現存する杉並

木街道の道路拡張状態と露出する並木杉の切断根跡及び道路敷や並木敷に関する

文献資料等を手がかりに、江戸期の街道の復元を試みた。  

(１) 並木杉の水平根痕跡調査の考え方 

 日光並木杉の生育する地域は、今市浮き石層、鹿沼浮き石層が厚く堆積し、その

上に、杉の根の生育圏である黒ぼく土壌が覆っている。この黒ぼく土の厚さが並木

杉の生育の良否を指標している。 

各浮き石層はコンパクトに転圧されており、水、空気の流通が悪い。したがって、

活発に代謝を行っている杉の吸収根は生育できず、支持根が並木杉直下に発達す

るのみである。 

 この理由のため、もし、浮き石層内に横走する吸収根が生育できるとすると、そ

の根の上層部のかなりの土壌は人工的に切り土されたことを示し、根の発達伸長を

可能にしたことがわかる。 

＜具体的な根の痕跡と切り土による街道の推定＞ 

 切り土の大きい街道における法面には、空洞になった根が一定の地上高の位置で

観察される。これらと既に述べた吸収根の発達の条件、状態から推定すると、痕跡

となっている根の付近は、現在露出している。この位置においては、深い自然状態
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の浮き石層の状態では根の侵入、成長が無理であるから、この根が盛んに成長して

いた頃は、少なくとも数cmから数十cm以上の空気の流通可能な土壌が残されていた

ことになる。すなわち、カットされたことを示し、カット以前が江戸期の街道の原

型であるとして、復元を試みている。 

 多くの事例、地質構造から江戸期の街道は、現在よりかなり嵩上げされていたこ

とが推定され、このことにより、並木杉は健全な根の伸長、生育圏を持っていたこ

とになろう。このような地山に対し明治期の街道の掘削拡幅が杉の衰退を促進した

ことは、除籍木の年輪解析結果からも明らかで、街道復元による根系生育圏の確保

が急務である。 

 歴史的遺産である杉並木には、一般的な管理についての古記録は残されているが、

道形についての記録はなく、現在可能な復元は、並木杉の根の痕跡と法面との観察

が、往時の街道かいま見る最も確実な方法であることが示唆された。 

○文献資料等からの考察

日本山林史の保護林篇（明治33(1900)年、日本山林史刊行会(遠藤安太郎編) 発

行）には、江戸時代における幕府の令達として、「寳暦12(1762)年12月、東海道・

中山道・日光道中・奥州道中・甲州道中『右五街道之外往還立脇往還共、驛場有之

道筋並木風折・枯木・根返り等之跡へ、早速植繼、且右敷地根際迄掘付之所は、一

二間も土手形ニ築立、田畑境へ定杭建之、道幅狹所ハ前後同様に道繕、・・・旨』

達せられ、」の記述があり、これは、昔の並木敷が一間～二間(1.8ｍ～3.6ｍ)の幅

で盛土状態であったことを示している。 

 また、同文献には、「寛政元(1789)年四月、道中筋の道幅竝並木敷の儀に付て制

規を評議し、諸方の伺出に囘訓して『道中筋道端は、其場所に寄、不同に候得ども、

幅二間以上無之候而者、駄荷引違ひも難成、尤高崕切通又は堀川通渡候橋之内には、

二間に不至分も可有之候得共、右者楽々待合居通而も僅之處にて差支無之、其餘は

前書之通二間以上と被心得、若道幅二間に難成所も有之候はば、前後に見合、委細

繪圖面を以可申聞候、且並木敷地は、九尺以上に無之候而は、風烈之節根返り等も

有之事故、追々田畑之内へ切添之場所も有之候て、元形之通築足、以来切添不致様

取締之儀申觸候事』とし、」の記述もあり、これは、街道の道幅を二間(3.6ｍ)以上

に、並木敷地は、九尺(2.7ｍ)以上を確保するという幕府の考え方を示している。 

 一方、明治18(1885)年10月19日付け下野新聞には、「日光街道－過般來修繕中な

りし日光街道即はち宇都宮より今市迄の道路七里間は凡そ四千圓前後を要したる
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よしなるが最早大概落成しなかなか堅牢に出来上がり・・・」の記述があり、また、

宇都宮市役所が大正６(1917)年に発行した「宇都宮水道史」には、今市市山口地区

における送水鐡管敷設工事の写真が掲載されているが、写真から街道の状況をみる

と、舗装はされていないものの、ほぼ、現在の道形になっていることが確認される。

したがって、日光街道は、明治18(1885)年の大改修によって、現在の道形の原形と

なったものと推定できる。 

 これらの水平根痕跡の調査や街道に関する文献資料等による考察から、標準横断

図に示したように、道路面を1.8ｍ嵩上げし、車道を3.0ｍ、水路を両側それぞれ0.7

～0.8ｍ確保して、道路幅を4.4～4.6ｍとすることは、かなりの高い確率で、街道

を昔の道形に近づけることになるといえる。 

 なお、並木杉と東照宮山内の杉年輪解析結果は、道路の拡幅などがなかった東照

宮山内の老齢杉では年輪幅の減少が比較的穏やかであるが、日光街道沿いのそれは

明治18(1885)年前後と、昭和30(1955)年前後に急激に減少しており、それぞれ記録

に残る拡幅、玉石積工の行われた時期に一致していた。 
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根系の分布と地質からみた過去の道形 
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２ 特別史跡・特別天然記念物指定に至る経緯 

大正８(1919)年に、史蹟名勝天然紀念物の保存の制度が確立されると、その後、

内務省史蹟考証官一行が調査を開始した。その結果、並木杉の由緒正しい史的価値

や偉観が高く評価され、大正 11(1922)年３月８日付けで「史蹟 日光並木街道 附
つけたり

並木寄進碑」として史蹟第１類に指定され、内務省所管として国の保護と管理を受

けることとなった。 

戦後、昭和 25(1950)年の文化財保護委員会（文化庁の前身）の発足とともに、昭

和 27(1952)年３月 29 日付けで「特別
．．

史跡 日光並木街道 附 並木寄進碑」となっ

た。 

その後、昭和 29(1954)年３月 20 日付けで「日光杉
．
並木街道 附 並木寄進碑」に

名称変更されるとともに、「天然記念物」の指定も受けた。そして、同年 11 月 20

日には、文化財保護委員会の専門部会で「特別天然記念物」の指定を議決して、昭

和 31(1956)年 10 月 31 日付けで正式に指定された。 

特別史跡と特別天然記念物の二重指定は現在唯一のものである。 

文化財指定以前の文献には以下のような記載がある。 

【史蹟名勝天然紀念物保存要目解説 植物の部（大正 10(1921)年２月内務省）】 

・著しき並木 とは歴史上・風景上・學術上顕著なる並木を謂ふ、例えば日光

街道の杉並木、東海道の松並木の如きは最も著しきものなるが、其他種々の

樹木にて成れる著しき並木なきに非ず。 

【史蹟名勝天然紀念物保存要目略解 附関係法規（大正 10(1921)年７月埼玉縣内務部）】 

・史蹟の部 七 産業交通土木に関する重要なるもの 

（例）・・・、各地の杉又は松並木等 

・天然記念物の部 二 植物に関し保存すべしと認むべきもの 

並木（歴史上風景上學術上顕著なるもの） 

（例）日光街道の杉並木 、・・・ 

また、指定時の指定理由等の記載は以下のとおりである。 

【史蹟指定時（大正 11(1922)年）における指定の事由】 

 ・保存要目中 史蹟ノ部第七ニ依ル  

これは、「産業交通土木に関する重要なるもの」である。 
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【史蹟指定時（同上）における説明文】 

往時日光東照宮ニ詣ルニ例幣使御成會津ノ三街道アリ寛永正保ノ交大河内正綱

此ノ三街道ノ兩側及ヒ日光山中ニ杉樹ヲ植栽シテ之ヲ同社ニ寄進シ慶安元年此ノ旨

ヲ刻セル碑ヲ建ツ爾後此等街道ノ並木ハ日光奉行ノ管理ニ属シ維新ノ際一旦國有ト

ナリシモモ後東照宮ノ所有ニ歸セリ 

【特別史跡の指定時（昭和 27(1952)年）における指定理由】 

 ・基準史跡の部第三類及び第六類 

この基準とは、昭和 26(1951)年文化財保護委員会告示第二号（国宝及び重要文化

財指定基準並びに特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準）（以

下「指定基準」という。）のことであり、「三 社寺の跡又は旧境内その他祭祀信

仰に関する遺跡」及び「六 交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設その他経

済・生産活動に関する遺跡」となる。 

【特別史跡の指定時（同上）における説明文】 

大河内正綱は、東照宮に詣でる例幣使、御成、會津及び日光の四街道の両側及び、

日光山中に杉樹を植栽してこれを同社に寄進した。その植栽は実に二十余年の長き

にわたってはじめて完成したもので、慶安元年四月十七日徳川家康忌辰の日にかけ

た寄進文の碑が建てられている。正綱は建碑のことを果さずしてこの年六月逝去、

その子正信が父の遺志をついで建てたものである。沿道の開発に伴い旧態を失った

ところもあるが、老杉亭々として樹勢今なほ、旺盛、並木街道としては最もすぐれ

たものであって、その間に、一里塚もあり江戸時代に特に発達した街道の景観をよ

く伝へるものとして、学術上の価値が極めて高い。 

【天然記念物の指定時（昭和 29(1954)年）における指定理由】 

指定基準における  

二 植物 (一)名木、巨樹、老樹、畸形木、栽培植物の原木、並木、社叢 

【天然記念物の指定時（同上）における説明文】 

往時日光東照宮の参道であった例幣使・御成・会津の３街道の両側に、寛永・正

保の間、大河内正綱が植裁し、東照宮に寄進したものである。その総延長約３０km、

本数約１７０００、幹囲７ｍを越えるものも少くない。形態よく整い蜿々天を摩し

て壮観を呈する。杉並木としてわが国稀有のものである。 

【特別天然記念物の指定時（昭和 31(1956)年）における説明文】 

寛永・正保の間、大河内正綱が植栽したもので、総延長約３０キロメートル、本
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数約１７０００に及び幹囲７メートルを越える巨木も少くない。形態よくととのい、

蜿々天を摩して壮觀を呈する。杉並木としてわが国稀有のものとして価値の極めて

高いものである。 

３ 指定の状況 

※ 現在の管理団体       名称 栃木県 

所在 栃木県宇都宮市塙田１丁目１番 20 号 

所管課 栃木県教育委員会事務局文化財課 

※ 各指定時の告示は資料編(３)に掲げる。 

指定年月日 種 別 名 称 根拠法令 

大正 11(1922)年 

３月８日 

史蹟 
日光並木街道 附

つけたり

並木寄進碑 （旧）史蹟名勝 

天然紀念物保存法 

大正 11(1922)年 

11 月７日 

管理者の指定 栃木県（※現在の管理団体の

名称・所在等を欄外に示す。） 

同上 

昭和 27(1952)年 

３月 29 日 

特別史跡 日光並木街道 附 並木寄進

碑 

文化財保護法 

昭和 29(1954)年 

３月 20 日 

天然記念物 

特別史跡の 

名称変更 

日光杉
．
並木街道 附 並木寄

進碑 

同上 

昭和 31(1956)年 

10 月 31 日 

特別天然記念

物 
日光杉並木街道 附 並木寄

進碑 

同上 

49



 
 

また、日光杉並木街道の延長については、大正 11(1922)年の指定時には、区域以

外に距離についての記述はないが、大正 13(1924)年５月 10 日調べとして、『日光

東照宮百話』（大正 14(1925)年５月、日光東照宮社務所刊行）の中の記載で確認で

きる。その後の文献等もこの記載に倣ったものと考えられ、現在もそこから換算し

たキロ数をもって約 37km としているが、これは、杉並木街道の延長であり、そこに

は、宿場など初めから並木杉が植栽されていない区間も含む。 

 

街 道 名 区 間 里 数 km 換算 図上計測 

国道 119 号

（日光街道） 

日光市日光～

追分地蔵尊 

2 里 5 町 57 間 

8.5km 

神橋～並木始点 

1.7km 

並木始点～瀧尾神社 

5.9km 

今市宿の区間 

0.9km 

国道 119 号

（日光街道） 

追分地蔵尊～

大沢寄進碑 

2 里 25 町 37 間 
10.7km 

左記区間と同じ 

7.9km 

国道 121 号

（例幣使街道） 

追分地蔵尊～

小倉寄進碑 

3 里 19 町 12 間 
13.9km 

左記区間と同じ 

13.0km 

国道 121 号

（会津西街道） 

大谷向～ 

日光市大桑 

35 町 44 間 

3.9km 

大谷向～大桑並木終点 

     3.8km 

大桑並木終点～大桑寄進碑 

0.7km 

計 9 里 14 町 30 間 37.0km 33.9km 
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日光杉並木街道 附 並木寄進碑の指定状況 （指定年月日別）

指定年月日 告示者 
告示

番号 
所在地 

地 域 

（ ）は現在の地番 

［ ］は指定後に分筆し地番が新たに付された筆 

大正 

11(1922)年 

３月８日 

内務省 49 

県道宇都宮日光線 上都賀郡日光町大字日光、七里、野口、同郡今市町

大字瀬川、今市、河内郡大澤村大字森友、水無、大

澤地内南北両側並木敷 

県道鹿沼今市線 上都賀郡今市町大字今市、平ヶ崎、千本木、吉澤、

室瀬、土澤、同郡落合村大字明神、板橋、小代、文

挟、小倉地内南北両側並木敷 

県道今市若松線 河内郡豊岡村大字芦沼新田、芦沼、倉ヶ崎新田、倉

ヶ崎、大桑、上都賀郡今市町大字今市地内東西両側

並木敷 

上都賀郡日光町大字日光

字本宮 

２３８番本宮神社境内地ノ内壹坪 

河内郡豊岡村大字大桑字

屋敷 

９３番ノ１ 宅地１１９坪３号３勺ノ内３坪５号２

勺 

昭和 

52(1977)年 

３月 16 日 

文部省 32 

栃木県今市市室瀬字十石 ５１１番ノ２、５１２番ノ５ 

同 明神字赤坂 ２２２１番ノ５、２２２２番ノ３、２２２３番ノ４ 

昭和 

53(1978)年 

３月 16 日 

文部省 47 

栃木県今市市森友字大立

野 

１４５４番ノ３、１４５４番ノ４、１４５４番ノ

５、１４５４番ノ８、１４５４番ノ９ 

同 明神字街道端 ２３５６番のうち実測２８９１・８２平方メートル

（２３５６番２）、２３５７番のうち実測１２０

７・８１平方メートル（２３５７番１、２３５７番

３）、２３５８番ノ１のうち実測５０８・２４平方

メートル（２３５８番５）、２４１７番ノ２のうち

実測１１５・６０平方メートル（２４１７番３）、

２４１８番ノ２のうち実測２５・６１平方メートル

（２４１８番３）、２４２１番のうち実測２１６

６・２０平方メートル（２４２１番３）、２４２１

番ノ２のうち実測７９・１４平方メートル（市有

地）、２４２２番、２４２３番 

昭和 

54(1979)年 

３月 20 日 

文部省 34 

栃木県今市市小代字東原 １５１９番のうち実測１６３８・１４平方メートル

（１５１９番２）、１５６８番ノ１、１５６９番の

うち実測１１６６・５５平方メートル（１５６９番

３）、１５７３番ノ１、１５７３番ノ２、１５７４

番のうち実測２５０・９２平方メートル（１５７４

番２）、右の地域内に介在する道路敷を含む。 

同 吉沢字宮ノ前 ６７番ノ１、６７番ノ２、６８番ノ６ 

同 明神字街道端 ２３７９番ノ１のうち実測１００３・８６平方メー

トル（２３７９番３）、２３８０番ノ１ 

昭和 

55(1980)年 

12 月５日 

文部省 175 

栃木県今市市平ヶ崎字東

原 

８１１番ノ２のうち実測７０・１６平方メートル

（８１１番５０）、８１１番ノ４３ 

同 明神字街道端 ２３５５番のうち実測１６９１・０９平方メートル

（２３５５番２）、２３９１番ノ１のうち実測１６

２・５９平方メートル（２３９１番７）、２３９１

番ノ５のうち実測２７４・５４平方メートル（２３

９１番８）、２３９３番のうち実測１０１３・６１

平方メートル（２３９３番２）、２３９４番 

同 室瀬字十石坂 ４６４番ノ１、４６４番ノ２ 

昭和 

56(1981)年 
文部省 168 

栃木県今市市森友字水無

境 

２番のうち実測２１９８・３０平方メートル（２番

２） 
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12 月 23 日 同 小代字東原 ２９５番ノ１５、２９５番ノ１８、２９５番ノ３

４、２９５番ノ３５、２９５番ノ６２、２９５番ノ

６４、２９５番ノ６９、２９５番ノ１００、２９５

番ノ１０１、２９５番ノ１０３、２９５番ノ１２

７、２９５番ノ１３１、２９５番ノ１３２、２９５

番ノ１３３、２９５番ノ１３４、２９５番ノ１６

０、２９５番ノ１６１、２９５番ノ１６２、２９５

番ノ１６３、２９５番ノ１６４、２９５番ノ１６

５、２９５番ノ１８９、２９５番ノ１９０、２９５

番ノ１９１ 

昭和 

59(1984)年 

１月 11 日 

文部省 ５ 

栃木県今市市土沢字札山 ２０１４番ノ１４２のうち実測１１６８・１０平方

メートル（２０１４番１４５） 

同 小代字東原 １５４５番ノ１、１５５３番ノ１のうち実測５７

２・００平方メートル（１５５３番４）、１５５３

番ノ２のうち実測４９６・３８平方メートル（１５

５３番５）、１５９７番ノ１のうち実測７８０・０

３平方メートル（１５９７番４）、１５９９番ノ３

のうち実測８３８・４６平方メートル（１５９９番

８） 

昭和 

61(1986)年 

12 月９日 

文部省 148 

栃木県今市市森友字森脇 ８７２番ノ１のうち実測８７１・７５平方メートル

（８７２番５） 

昭和 

63(1988)年 

６月 13 日 

文部省 81 

栃木県今市市大沢町字地

蔵上 

４７２番、４７３番ノ２ 

平成 

元(1989)年 

１月９日 

文部省 ４ 

栃木県今市市吉沢字茅原 １９３番ノ３のうち実測９１５・７１平方メートル

（１９３番２１） 

平成 

元(1989)年 

８月 14 日 

文部省 114 

栃木県今市市明神字街道

端 

２３６１番 

平成 

3(1991)年 

６月 10 日 

文部省 74 

栃木県今市市明神字赤坂 １７５３番ノ８、１７５３番ノ９、２１９０番ノ１

３２ 

同 明神字菅沢窪 ２３５２番 

同 板橋字橋際 １５８０番、１５８４番ノ２、１５８５番ノ２、１

５８６番ノ２、１５８７番ノ２ 

平成 

４(1992)年 

12 月 15 日 

文部省 113 

栃木県今市市明神字赤坂 ２１９０番ノ７１ 

同 小代字東原 １５２７番ノ４、２８９番ノ３２２ 

同 小倉字境石 ７番 

同 土沢字札山 ２０１４番ノ１４２、２０１４番ノ１４３ 

平成 

５(1993)年 

10 月４日 

文部省 121 

栃木県今市市倉ヶ崎字梶

ケ原 

６９４番ノ３１、６９４番ノ３２ 

同 小代字東原 ２８９番ノ１９７、２８９番ノ３１３ 

同 今市字東原 ８０２番ノ２９、８０２番ノ３２ 

同 明神字街道端 １９１番、２３５９番ノ１７、２３５９番ノ１８、

２３５９番ノ１９、２３５９番ノ２０、２３６１番

ノ２ 

同 字赤坂 ２１９０番ノ１３１ 

平成 

７(1995)年 

１月 30 日 

文部省 10 

栃木県今市市小代字東原 １４８５番ノ８、１４８５番ノ９ 

同 明神字街道端 ２３５４番、２３６０番ノ１ 

平成 

７(1995)年 

11 月 28 日 

文部省 145 

栃木県今市市小代字東原 １５２０番ノ１のうち実測７３１・１４平方メート

ル（１５２０番３）、１５２０番ノ２のうち実測１

３１２・２２平方メートル（１５２０番４）、１５

２１番のうち実測７３・０８平方メートル（１５２

１番２）、１５２２番ノ１のうち実測１０６１・２
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７平方メートル(１５２２番３）、１５２２番ノ２

のうち実測１０６６・９４平方メートル（１５２２

番４）、２８９番ノ１９４、２８９番ノ３０９ 

同 瀬川字山ノ上 ２８２番ノ１のうち実測８５１・８９平方メート

ル、２８２番ノ２のうち実測１００・２７平方メー

トル、２８２番ノ３のうち実測１１８・１０平方メ

ートル、３０２番のうち実測７７４・７４平方メー

トル、３０３番のうち実測４４８・８５平方メート

ル、３０４番ノ１のうち実測９９・６９平方メート

ル、３０５番ノ３のうち３４１・０４平方メート

ル、３０７番のうち実測１９０・６９平方メート

ル、３０８番のうち実測９５８・０６平方メート

ル、３０９番、３１３番のうち実測５３２・９３平

方メートル、３１４番のうち実測４６５・７７平方

メートル、３１５番のうち実測５５７・８７平方メ

ートル、３７６番ノ１、３７７番ノ１のうち実測１

４０２・７１平方メートル、３７８番ノ１のうち実

測１４１・６６平方メートル、３７９番ノ１のうち

実測２１７・６５平方メートル、３８０番、３８１

番のうち実測１００７・２７平方メートル、３８２

番のうち実測８０４・０５平方メートル、５３０番

ノ２、５３１番ノ２ 

（実測部分は、都市公園（杉並木公園（日光市））

内の並木敷から 20ｍの範囲） 

同 瀬川字山ノ下 ３７４番ノ１のうち実測８６２・５４平方メート

ル、３７４番ノ３ 

（実測部分は、都市公園（杉並木公園（日光市））

内の並木敷から 20ｍの範囲） 

同 瀬川字一里塚 １２７４番ノ４、１２７６番ノ５、１３２７番ノ

２、１３２７番ノ４のうち実測６２・８９平方メー

トル、１３３０番ノ６のうち実測１５６・３６平方

メートル、１３２８番 

（実測部分は、都市公園（杉並木公園（日光市））

内の並木敷から 20ｍの範囲） 

同 今市字唐人小屋 ５３２番ノ１のうち実測８８・４３平方メートル、

５３２番ノ４のうち実測５３７・６０平方メート

ル、５３３番ノ１のうち実測８４９・１９平方メー

トル、５３４番ノ１のうち実測２・０９平方メート

ル、５３４番ノ２のうち実測６５０・９９平方メー

トル、５３５番ノ１のうち実測３１０・７７平方メ

ートル、５３６番ノ１のうち実測３０５・８２平方

メートル、５３７番ノ１、５３７番ノ２、５４０番

ノ２のうち９０・６９平方メートル 

（実測部分は、都市公園（杉並木公園（日光市））

内の並木敷から 20ｍの範囲） 

平成 

８(1996)年 

３月 29 日 

文部省 59 

栃木県今市市森友字大立

野 

１４６０番のうち実測１、８７３・３０平方メート

ル（１４６２番２） 

同 明神字赤坂 ２１９０番ノ１１１ 

同 小代字東原 ２８９番ノ３１０、１４８５番ノ６、１４８５番ノ

７、１４８５番ノ２０２、１４８５番ノ２０３、１

４８５番ノ２０９、１４８５番ノ２１０ 

同 小倉字海道東 ６４番ノ３、６７番ノ２、６７番ノ３、６８番ノ

１、６８番ノ２ 

同 倉ケ崎字梶ケ原 ６９４番ノ４２ 

平成 文部省 ８ 栃木県日光市野口 ８３１番ノ４ 
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10(1998)年 

１月 14 日 

栃木県今市市平ケ崎字東

原 

８１１番ノ３ 

同 室瀬字拾石坂 ５０９番ノ７ 

同 土沢字大久保 ２００７番ノ８７ 

同 明神字赤坂 ２２０７番ノ１のうち実測３８９・４８平方メート

ル（２２０７番７）、２２０９番ノ１のうち実測６

６３・４８平方メートル（２２０９番４）、２２１

０番ノ１、２２１６番ノ２、２２１６番ノ３、２２

１６番ノ１３ 

同 明神字菅沢窪 ２３５３番 

同 明神字板橋境 ５番、６番 

同 板橋字上ノ台 ９２７番ノ１のうち実測４０２・２９平方メートル

（９２７番３） 

同 板橋字橋際 １６０３番ノ３ 

同 小代字東原 ２８９番ノ２５８、２８９番ノ３２５ 

同 小倉字境石 ８番 

同 倉ケ崎字三並木 ７０７番のうち実測２０１３・１３平方メートル

（７０７番３、７０７番４） 

同 明神字赤坂 ２２１６番ノ５ 

平成 

11(1999)年 

１月 14 日 

文部省 ７ 

栃木県今市市室瀬字十石

坂 

２０番のうち実測５５８・９１平方メートル（２０

番２）、２１番のうち実測１０５・０７平方メート

ル（２１番２）、３０番のうち実測７５６・２７平

方メートル（３０番２） 

同 土沢字札山 ６５７番ノ４、６５８番ノ１２ 

同 明神字赤坂 ２１９０番ノ６３［２１９０番２４７］、２１９０

番ノ７３［２１９０番２４３］、２１９０番ノ１３

５、２１９０番ノ２２３［２１９０番２４５］、２

１９０番ノ２２８［２１９０番２４４］、２２３２

番ノ４［２２３２番１０、２２３２番１１］、２２

３２番ノ８ 

同 明神字街道端 １９０番、２３５９番ノ４、２３５９番ノ５、２３

５９番ノ２１、２３５９番ノ２２、２３５９番ノ２

３、２３５９番ノ２５、２３５９番ノ２７、２３５

９番ノ３２、２３５９番ノ３３、２３５９番ノ３

４、２３６０番ノ２、２３６０番ノ４、２３６０番

ノ５、２３６０番ノ６ 

同 板橋字久保 １０９３番、１０９６番のうち実測４３１・７３平

方メートル（１０９６番２）、１１７６番のうち実

測５４１・５３平方メートル（１１７６番２）、１

１７７番、１１７８番ノ１、１１７８番ノ２、１１

７９番ノ１のうち実測８４・２９平方メートル（１

１７９番３）、１１７９番ノ２のうち実測７０・０

６平方メートル（１１７９番４）、１１８０番のう

ち実測１２５・９９平方メートル（１１８０番

２）、１１８１番のうち実測２８２・９８平方メー

トル（１１８１番２）、１１９４番のうち実測１８

３７・４０平方メートル（１１９４番２）、１３４

９番のうち実測８８０・２３平方メートル（１３４

９番２）、１３５０番 

同 小代字東原 ２８９番ノ３２７、１５２７番ノ３番、１５２７番

ノ５番 

同 瀬川字一里塚 １２７４番ノ５ 

平成 

12(2000)年 

９月 21 日 

文部省 152 

栃木県鹿沼市武子字境石 １８８７番ノ２、１８８７番ノ６ 

栃木県今市市瀬川字一里

塚 

１２７４番ノ２ 
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同 小倉字境石 ２番ノ２ 

同 小代字東原 ２９５番ノ２７、２９５番ノ２８、１４８５番ノ１

７０、１４８５番ノ１７１、１４８５番ノ１７８、

１４８５番ノ１７９、１４８５番ノ１９４、１４８

５番ノ１９５、１４８５番ノ２００、１４８５番ノ

２０１、１４８５番ノ２０８、１４８５番ノ２１

１、１５２７番ノ２、１５２７番ノ７、１５２７番

ノ１４、１５２７番ノ１６、１５２７番ノ１９［１

５２７番２０］ 

同 明神字赤坂 １７５３番ノ１０、２１９０番ノ６２［２１９０番

２４６］、２１９０番ノ７２［２１９０番２４

１］、２１９０番ノ１３３［２１９０番２４８］、

２１９０番ノ２２６［２１９０番２４２］、２２１

６番ノ１５ 

同 明神字板橋境 ９８番 

同 明神字板橋裏 ９７番［９７番２］、１０１番［１０１番２］ 

同 明神字街道端 ２３６６番ノ５、２３６６番ノ７、２３６６番ノ１

６、２３６６番ノ２６、２３６６番ノ２８、２３６

６番ノ３３、２３６６番ノ４５、２３６６番ノ６

６、２３６６番ノ６８、２３６７番ノ７、２３６７

番ノ８、２３７２番ノ１１、２３９８番、２４０２

番、２４２０番 

同 明神字菅沢窪 ２３４６番 

同 板橋字久保 １３５１番 

同 大沢町字上原 ９８４番ノ１ 

平成 

13(2001)年 

１月 29 日 

文部科学

省 
11 

栃木県今市市室瀬字十石

坂 

４６２番のうち実測３３８４・９１平方メートル

（４６２番２） 

同 室瀬字中野 ４６１番ノ１のうち実測１０９４・０６平方メート

ル（４６１番５） 

同 土沢字大久保 ２００５番ノ１２［２００５番１８］、２００７番

ノ２［２００７番９６］ 

同 小倉字境石 １番ノ１ 

同 小代字東原 １５２７番ノ１３、１５２７番ノ１５、１５２７番

ノ１７ 

同 明神字赤坂 ２１９０番ノ６５［２１９０番２４］、２１９０番

ノ６８［２１９０番２５］、２１９０番ノ６９［２

１９０番２５３］、２１９０番ノ７５［２１９０番

２５１］、２１９０番ノ７７［２１９０番２５

２］、２１９０番ノ１３４［２１９０番２５４］、

２１９０番ノ１３６［２１９０番２５５］、２１９

０番ノ１３７［２１９０番２６３］、２１９０番ノ

１３８［２１９０番２５６］、２１９０番ノ１３９

［２１９０番２５７］、２１９０番ノ２０３［２１

９０番２５８］、２１９０番ノ２１６［２１９０番

２５９］、２１９０番ノ２２７［２１９０番２６

０］、２１９０番ノ２３３［２１９０番２６１］、

２２１６番ノ１［２２１６番１７］、２２１６番ノ

４、２２１６番ノ８、２２１６番ノ１４、２２３２

番ノ９［２２３２番１５、２２３２番１６］ 

同 明神字街道端 ２３５９番ノ２９、２３５９番ノ３０、２３９７番

のうち実測７５５・９９平方メートル（２３９７番

３）、２４０１番のうち実測６５４・７９平方メー

トル（２４０１番２）、２４０３番ノ３のうち実測

１０７・７５平方メートル（２４０３番４）、２４

０５番のうち実測１８０・９９平方メートル（２４

０５番２）、２４０７番ノ１のうち実測１１４・５
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５平方メートル（２４０７番７）、２４１９番のう

ち実測４６０・０２平方メートル（２４１９番２） 

同 明神字菅沢窪 ２３４５番のうち実測５２６・５２平方メートル

（２３４５番２） 

同 倉ケ崎字梶ケ原 ６９６番ノ１［６９６番３］ 

同 倉ケ崎字三並木 ７２０番ノ１ 

同 大沢町字宮道 ３９６番 

平成 

14(2002)年 

３月 19 日 

文部科学

省 
41 

栃木県今市市平ヶ崎字東

原 

８３４番ノ２のうち実測１、８０９・６２平方メー

トル（８３４番３１、８３４番３２、８３４番３

３、８３４番３４）、８３４番ノ７のうち実測２３

０・０４平方メートル（８３４番３５、８３４番３

６）、８３４番ノ８のうち実測１１４・１５平方メ

ートル（８３４番３７）、８３４番ノ１０のうち実

測１７５・９９平方メートル（８３４番３８） 

同 土沢字大久保 ２００５番ノ１６［２００５番１９］ 

同 字札山 ２０１４番ノ２３、２０１４番ノ１４４ 

同 小倉字東原 ８４８番ノ４ 

同 小代字東原 １４８５番ノ１０、１４８５番ノ１１、１４８５番

ノ１６８、１４８５番ノ１６９、１４８５番ノ１８

４、１４８５番ノ１８５、１５２７番ノ６、１５３

１番ノ１、１５６７番ノ４のうち実測３２９・３３

平方メートル（１５６７番７）、１５６８番ノ４、

１５９９番ノ１、１５９９番ノ２［１５９９番９］ 

同 明神字赤坂 ２１９０番ノ７０［２１９０番２６２］、２１９０

番ノ７８［２１９０番２６６］、２１９０番ノ２０

２［２１９０番２６５］、２１９０番ノ２３１［２

１９０番２６４］、２２１４番ノ１のうち実測１１

４８・８２平方メートル（２２１４番３）、２２１

５番のうち実測１１０１・６０平方メートル（２２

１５番２） 

同 字街道端 ２３６０番ノ３うち実測２０３・７７平方メートル

（２３６０番８）、２３６６番ノ４３、２３６６番

ノ５６ 

平成 

14(2002)年 

12 月 19 日 

文部科学

省 
205 

栃木県今市市瀬川字滝尾

裏 

１３３０番ノ１、１３３２番ノ１ 

同 土沢字大久保 ２００５番１３［２００５番２０］、２００５番１

５［２００５番２１］ 

同 土沢字札山 ２０１４番１［２０１４番２７４］ 

同 小代字東原 ２９５番２９、１５２７番１０、１５３２番１のう

ち実測６８０・４９平方メートル（１５３２番

４）、１５３２番２のうち実測７４２・５０平方メ

ートル（１５３２番５）、１５３２番３のうち実測

６２７・９３平方メートル（１５３２番６）、１５

９１番３、１５９１番４、１５９２番４、１５９８

番２のうち実測６３６・０５平方メートル（１５９

８番４）、１５９８番３［１５９８番６］ 

同 明神字牛沼 ２３１１番１ 

同 明神字大沼 ２２４８番 

同 明神字街道端 ２３５９番３１、２３６６番８１ 

同 倉ヶ崎字梶ヶ原 ６９２番２０、６９４番４５ 

同 森友字草刈道 １４０７番２、１４０８番、１４１３番２ 
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同 明神字赤坂 １７５３番６、１７５３番７、１７５３番１１、１

７５３番４１、１７５３番４３、１７５３番６０、

１７５３番６１、２１９０番６４［２１９０番２６

７］、２１９０番７６［２１９０番２６８］、２１

９０番２２２［２１９０番２６９］、２１９０番２

２４、２１９０番２２５、２２２１番２９、２２２

１番３０、２２２１番９１、２２３２番１、２２３

２番３のうち実測１４４３・９３平方メートル（２

２３２番１２、２２３２番１４）、２２３２番６、

２２３２番７ 

平成 

16(2004)年 

２月 27 日 

文部科学

省 
29 

栃木県今市市室瀬字十石

坂 

１６番１のうち実測３００１・５０平方メートル

（１６番５）、１６番２のうち実測２３２・７３平

方メートル（１６番６）、１６番３、４６５番 

同 室瀬字中野 ４６３番のうち実測５９０・２５平方メートル（４

６３番２） 

同 土沢字大久保 ２００３番１［２００３番４］、２００４番１［２

００４番４］ 

同 小代字東原 ２９５番２５、２９５番２６、２９５番６５、１４

８５番２、１４８５番３、１５９１番６、１５９６

番９［１５９６番１１］、１５９９番６［１５９９

番１０］ 

同 明神字赤坂 １７５３番６２、１７５３番６３、１７５３番８

０、１７５３番８１、１７５３番９８、１７５３番

９９ 

同 明神字街道端 ２３６７番２、２３７２番３、２４０７番５のうち

実測３００・１４平方メートル（２４０７番８）、

２４１０番のうち実測８２５・１３平方メートル

（２４１０番２）、２４１１番 

同 板橋字森下 １８９９番２、１９１８番２ 

同 板橋字橋際 １５５５番 

同 板橋字屋敷 １５５１番１、１５５１番２、１５５４番、１５７

８番 

同 板橋字山前 １６２７番２ 

同 倉ヶ崎字三並木 ７２１番１ 

平成 

17(2005)年 

３月２日 

文部科学

省 
26 

栃木県今市市小代字東原 ２９５番６３、２９５番７０、２９５番７１、２９

５番７２、２９５番１０４ 

同 明神字大沼 ２２４３番のうち実測５５４・３３平方メートル

（２２４３番２）、２２４６番のうち実測７・５０

平方メートル、２２４７番、２２４９番、２２５０

番のうち実測８４７・９４平方メートル（２２５０

番２） 

同 明神字街道端 ２３５９番６、２３５９番７、２３５９番８、２３

５９番９、２３５９番１０、２３５９番１１、２３

５９番１２、２３５９番１３、２３５９番１４、２

３５９番１５、２３５９番１６、２３５９番２４、

２３５９番２６、２３５９番３５、２３６６番１

８、２３６６番３５ 

同 板橋字久保 １１９２番１ 

同 板橋字橋際 １５８８番３、１５９３番２、１５９４番２ 

同 板橋字森下 １９１９番１、１９１９番２、１９１９番３、１９

１９番４［１９１９番５、１９１９番６］、１９４

７番［（１９４７番１）、１９４７番３、１９４７

番４］、１９４７番２、１９４８番１、１９４８番

２、１９４９番１、１９５０番１、１９５４番１、

１９５４番２ 

同 倉ヶ崎字梶ヶ原 ６９２番１９ 
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同 倉ヶ崎字三並木 ７３６番、７３７番 

平成 

18(2006)年 

１月 26 日 

文部科学

省 
７ 

栃木県今市市小倉字海道

東 

４９番４、５１番２、６２番２ 

同 小代字東原 １４８５番４、１４８５番５、１５９９番３ 

同 明神字赤坂 ２２２１番６６、２２２３番１のうち実測２４８・

８８平方メートル（２２２３番５）、２２２３番２

のうち実測６５４・２７平方メートル（２２２３番

６） 

同 明神字牛沼 ２３０８番、２３１１番２ 

同 明神字街道端 ２３５９番２８、２３６０番７のうち実測１５６・

０２平方メートル（２３６０番９）、２３６６番５

４、２３８１番 

同 明神字菅ノ沢窪 ２３５１番 

同 板橋字久保 １１９２番２、１１９３番、１３４８番のうち実測

７２７・５９平方メートル（１３４８番２） 

同 大桑町字前原 １３９４番 

同 森友字草刈道 １４０７番１ 

平成 

19(2007)年 

２月６日 

文部科学

省 
９ 

栃木県日光市土沢字大久

保 

２００５番１１［２００５番２６］、２００７番１

［２００７番１０４］ 

同 小代字東原 ７１８番２、１５９０番、１５９５番のうち実測１

９２・０８平方メートル（１５９５番２）、１５９

６番１のうち３０７・５６平方メートル（１５９６

番１２）、１５９９番４、１５９９番５ 

同 明神字赤坂 １７５３番４２、２２１６番６、２２２１番６、２

２２１番７、２２２１番９２ 

同 板橋字山前 １６２８番１のうち８２２・７８平方メートル（１

６２８番４） 

平成 

20(2008)年 

３月 28 日 

文部科学

省 
39 

栃木県日光市室瀬字十石

坂 

５１０番１ 

同 吉沢字宮ノ台 ７９番１のうち実測６２０・５７平方メートル（７

９番６、７９番８） 

同 小代字東原 ２８９番２６９のうち実測１５０・１９平方メート

ル（２８９番４４９）、２９０番４のうち実測５９

７・０６平方メートル（２９０番１２０）、１５５

５番１、１５５６番２３のうち実測１０５９・４５

平方メートル（１５５６番２８） 

同 明神字赤坂 ２１９０番６６のうち実測２８９・０１平方メート

ル（２１９０番２７０）、２１９０番６７のうち実

測１８０・９０平方メートル（２１９０番２７

２）、２１９０番１７６のうち実測１０９・０６平

方メートル（２１９０番２７３）、２１９０番２１

７のうち実測１８５・００平方メートル（２１９０

番２７１） 

同 字菅ノ沢窪 ２３５０番１のうち実測９８９・１１平方メートル

（２３５０番３） 

同 字街道端 ２３８２番のうち実測１８６７・１６平方メートル

（２３８２番２）、２３８４番３のうち実測１１

９・７３平方メートル（２３８４番４）、２３８９

番のうち実測１０８・０４平方メートル（２３８９

番２） 

同 板橋字橋際 １５７３番１のうち実測８７３・０４平方メートル

（１５７３番６） 

平成 

21(2009)年 

２月 12 日 

文部科学

省 
９ 

栃木県日光市室瀬字川

間々 

２０１番１［２０１番４］、２０１番２［２０１番

３］ 

同 室瀬字中野 ４６０番３のうち実測１４９・８９平方メートル

（４６０番５） 

58



同 小代字東原 ２８９番１９５のうち実測２１８・４７平方メート

ル（２８９番４５０） 

同 明神字赤坂 ２２０９番２のうち実測３５１・２３平方メートル

（２２０９番５）、２２１０番２、２２１２番１の

うち実測８７８・７６平方メートル（２２１２番

３）、２２１３番、２２２５番、２２２６番１のう

ち実測１６３８・０３平方メートル（２２２６番

３） 

同 明神字街道端 ２３６６番７０ 

同 板橋字橋際 １６０１番２ 

同 板橋字山前 １６０６番 

平成 

22(2010)年 

２月 22 日 

文部科学

省 
16 

栃木県日光市小倉字西原 ８６７番７ 

同 小代字八木沼 ２番３のうち実測４２・９２平方メートル（２番

４）、２１番のうち実測８０５・５１平方メートル

（２１番２） 

同 小代字東原 ２９０番３のうち実測１２８８・０８平方メートル

（２９０番１２１、２９０番１２２）、２８９番１

９６のうち実測１９９・０４平方メートル（２８９

番４５１）、２８９番２７０のうち実測１７３・１

７平方メートル（２８９番４５２）、１４８５番１

４、１４８５番１５、１５９７番１のうち実測１１

７・１６平方メートル（１５９７番６） 

同 倉ケ崎字三並木 ７２２番１、７２２番２のうち実測１５７・２６平

方メートル（７２２番３）、７２３番１、７２３番

２のうち実測１８６・１８平方メートル（７２３番

３）、７３３番のうち実測４９０・３６平方メート

ル（７３３番２）、７４０番１２ 

同 大沢町字宮道 ４３６番２ 

平成 

24(2012)年 

１月 24 日 

文部科学

省 
８ 

栃木県日光市千本木字下

原 

３１番９のうち実測７５１・６８平方メートル（３

１番１４） 

同 小代字東原 １４８５番１２、１４８５番１３、１４８５番３

２、１４８５番３３、１４８５番１１８、１４８５

番１１９、１４８５番１８６、１４８５番１８７、

１５２４番１のうち実測７７０・３７平方メートル

（１５２４番４）、１５２４番２のうち実測１０７

２・５７平方メートル（１５２４番５）、１５２４

番３、１５４５番３、１５５６番１のうち実測２

２・０７平方メートル（１５５６番２９） 

同 明神字赤坂 ２１９０番７４のうち実測１４５・８８平方メート

ル（２１９０番２７４） 

同 板橋字山前 １６１４番のうち実測７８１・６８平方メートル

（１６１４番２）、１６２６番１のうち実測７５

９・７３平方メートル（１６２６番３）、１６２７

番１のうち実測１４０・１８平方メートル（１６２

７番４）、１６２７番３のうち実測１３１・３７平

方メートル（１６２７番５） 

栃木県鹿沼市武子字境石 １８８７番７ 

平成 

25(2013)年 

３月 27 日 

文部科学

省 
44 

栃木県日光市小代字東原 １５３９番１のうち実測９９７・２４平方メートル

（１５３９番１、１５３９番１０）、１５３９番３

のうち実測６０・３３平方メートル（１５３９番

３）、１５４０番１、１５４０番２、１５４１番の

うち実測３５０・８５平方メートル（１５４１番

２）、１５４４番のうち実測２０６・１３平方メー

トル（１５４４番２）、１５４５番２、１５４５番

４、１５４５番５、１５４５番６、１５４６番２の

うち実測２１５・６２平方メートル（１５４６番２
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３）、１５４６番４のうち実測２３５・９４平方メ

ートル（１５４６番２４）、１５４６番５のうち実

測１６６・８２平方メートル（１５４６番２５）、

１５４６番１５のうち実測７９・５４平方メートル

（１５４６番２６） 

同 板橋字橋際 １６０５番１ 

同 小倉字田中台 ２２６番２、２２６番３、２２６番５、２２６番６ 

同 小倉字海道東 ４８番２、４９番５ 

同 小倉字東原 ８２５番２、８２６番３、８４８番１、８４８番

２、８４８番３、８０５番２ 

平成 

27(2015)年 

３月 10 日 

文部科学

省 
42 

栃木県日光市小倉字境石 ５番２のうち実測７４６・９３平方メートル（５番

５）、５番３のうち実測８５８・８４平方メートル

（５番４） 

同 小倉字田中台 ２２８番４、２３０番１、２３０番３のうち実測１

３６・４３平方メートル 

同 小倉字東原 ８０５番１ 

同 小倉字海道東 １０番３、１１番３、１２番２、１３番２、１４

番、１５番３、２１番、２２番２、２５番２ 

同 小代字東原 ２８９番１０のうち実測４１６・０７平方メート

ル、２８９番１１のうち実測５７８・３７平方メー

トル（２８９番４５３）、２８９番３０８のうち実

測３０６・１７平方メートル、２８９番３１２のう

ち実測２８９・７７平方メートル（２８９番４５

４）、２９０番５のうち実測６７１・９５平方メー

トル、１４８５番９４、１４８５番９５ 

同 室瀬字下ノ原 ４９３番５、４９３番６、４９３番７、４９３番

８、４９３番１０ 

同 室瀬字十石坂 ５０９番９ 

同 室瀬字南山 ４３０番４、４３３番 

同 室瀬字一里塚 ８２番３ 

同 室瀬字大道端 ８３番 

同 森友字大桑道上 ９４６番１、９４６番２、９４６番３ 

平成 

29(2017)年 

２月９日 

文部科学

省 
11 

栃木県日光市室瀬字下ノ

原 

４９３番４ 

同 室瀬字街道端 １５７番１、１５７番２、１５７番３、１５７番

４、１８６番 

同 室瀬字川間々 ２００番２ 

同 室瀬字南山 ２０４番２、２０５番、２０６番１、２０６番３ 

同 室瀬字十石坂 ５０９番８ 

同 小代字東原 ２９０番６ 

同 倉ヶ崎字三並木 ７４０番６１、７４０番６２のうち実測５０２・８

９平方メートル 

平成 

31(2019)年 

２月 26 日 

文部科学

省 
24 

栃木県日光市小代字東原 ２９５番７のうち実測４３１・９０平方メートル、

２９５番１０のうち実測２２７・３６平方メート

ル、２９５番１２のうち実測８７７・５３平方メー

トル 

同 室瀬字南山 ４３０番２のうち実測３０８・２７平方メートル 
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第３章 日光杉並木街道の本質的価値 

１ 本質的価値 

前章で述べた内容を踏まえ、特別史跡・特別天然記念物日光杉並木街道 附 並木

寄進碑の本質的価値は次のとおりである。 

・並木街道として最も優秀なものであること 

・宿場には元来並木がなかった事実や、一里塚の存在など江戸時代の街道の構成

や景観を良好に伝えるものであること 

・寄進碑が残り、歴史的な由来が明確であり、学術上特に重要なものであること 

・日光東照宮へと続く参道としての街道に植栽され、祭祀信仰に関する重要なも

のであること 

・杉並木として規模・形態とともに稀有な存在であること 

 

２ 構成要素 

   以下に構成要素を示す。 

 構成要素 概 要 

本質的価値を

構成する諸要

素 

杉並木 延長においても、杉の本数においても世界に

類のない規模 

並木杉（個々

の指定木） 

胸高直径が１ｍを超え、樹高 40ｍを超える杉

も少なくない 

景観 往時（江戸時代）を彷彿させる姿・雰囲気、

そして、巨木が連なる様子 

寄進碑 神橋付近、大沢、小倉、大桑の４カ所にある

杉並木の由来が刻まれた碑 

街道 杉並木街道として 30km を超える延長。本計

画内では、三街道とし、日光街道、例幣使街

道、会津西街道と呼称 

一里塚 日光街道（瀬川、七本桜、水無） 

例幣使街道（室瀬、板橋、小倉） 

会津西街道（大桑） 

本質的価値を

構成する諸要

素以外の諸要

素及び周辺地

名物杉 並木太郎、砲弾打込杉、並木ホテル、桜杉 

他 

二重並木 会津西街道西側の一部に更に植栽された並

木（並木としては三重となる。地元には三並
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域を構成する

諸要素 

木という字名もある。） 

歴史的名所 十石坂、地震坂、異人石、御殿跡 他 

沿 道 の 各 種

社寺等 

追分地蔵尊、瀧尾神社、雷電神社 他 

※名所・名物杉等の個々の詳細（概要、位置）については、資料編(10)に示す。 

 

３ 新たな価値評価 

平成 11(1999)年には、「日光の社寺」がユネスコ世界遺産（文化遺産）に登録さ

れたことにより、日光杉並木街道は、「日光の社寺」へとつながる歴史的街道とし

て、（あるいは日光東照宮の参道として）観光資源の一つとなっている。 

その歴史的街道としては、「江戸時代の街道の現存するものの随一」（黒板昌夫

記、「日光杉並木街道」昭和 53(1978）年日光東照宮）とされ、学術的資料としての

評価も高い。 

また、平成 27(2015)年には、栃木県民が大切にしたい自慢できる 100 の魅力『と

ちぎの百様』（栃木県）に認定されている。その認定における「感動ポイント」は、

「神々しい空気感！ギネスも認める世界一長い並木道」である。 

近年では、県内はもとより県外や海外にも発信されるべき、地域のブランド力を

向上させる資源としてその価値が評価されてきている。 
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